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この製品は、関連するEU規制に適合しています 詳
細については、DOC シート規格適合証明書をご覧く
ださい。

カリフォルニア州の森林地帯・潅木地帯・草地などでこ
の機械を使用する場合には、エンジンに同州公共資源
法第4442章に規定される正常に機能するスパークアレ
スタが装着されていること、エンジンに対して森林等
の火災防止措置をほどこされていることが義務づけら
れており、これを満たさない機械は、第4442章または
4443章違犯となります。

エンジンの保守整備のため、および米国環境保護局
EPA並びにカリフォルニア州排ガス規制に関連してエン
ジンマニュアルを同梱しております。エンジンマニュア
ルはエンジンのメーカーから入手することができます。

警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州
第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、デデディィィーーーゼゼゼルルルエエエンンンジジジンンンののの
排排排気気気にににははは発発発癌癌癌性性性ややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどののの原原原因因因とととななな
るるる物物物質質質ががが含含含まままれれれててていいいるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

バババッッッテテテリリリーーーやややバババッッッテテテリリリーーー関関関連連連製製製品品品にににははは鉛鉛鉛ががが含含含
まままれれれててておおおりりり、、、カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは発発発ガガガンンン性性性
ややや先先先天天天性性性異異異常常常ををを引引引ききき起起起こここすすす物物物質質質とととささされれれててていいいままま
すすす。。。取取取りりり扱扱扱いいい後後後ははは手手手をををよよよくくく洗洗洗っっってててくくくだだださささいいい。。。

米米米国国国カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州でででははは、、、こここののの製製製品品品ををを使使使用用用ししし
たたた場場場合合合、、、ガガガンンンややや先先先天天天性性性異異異常常常なななどどどををを誘誘誘発発発すすするるる物物物
質質質ににに触触触れれれるるる可可可能能能性性性がががあああるるるとととささされれれててておおおりりりままますすす。。。

はははじじじめめめににに
この機械は多目的作業用機械であり、専門業務に従
事するプロのオペレータが運転操作することを前提とし
て製造されています。この製品は、集約的で高度な
管理を受けているゴルフ場やスポーツフィールドの芝
生、あるいは商用目的で使用される芝生に対する刈り
込み作業を行うことを主たる目的として製造されており
ます。この機械は本来の目的から外れた使用をすると
運転者本人や周囲の人間に危険な場合があります。

この説明書を読んで製品の運転方法や整備方法を十
分に理解し、他人に迷惑の掛からない、適切で安全
な方法でご使用ください。この製品を適切かつ安全に
使用するのはお客様の責任です。

製品の安全や取り扱い講習、アクセサリなどに関する
情報、代理店についての情報の入手、お買い上げ
製品の登録などをネットで行っていただくことができ
ますwww.Toro.com
整備について、また純正部品についてなど、分から
ないことはお気軽に弊社代理店またはカスタマーサー

ビスにおたずねください。お問い合わせの際には、必
ず製品のモデル番号とシリアル番号をお知らせくださ
い。図 1にモデル番号とシリアル番号を刻印した銘
板の取り付け位置を示します。いまのうちに番号をメ
モしておきましょう。

重重重要要要 シシシリリリアアアルルル番番番号号号デデデカカカルルルにににつつついいいててていいいるるる QR コココーーードドド無無無いいい
場場場合合合もももああありりりままますすすをををモモモバババイイイルルル機機機器器器でででスススキキキャャャンンンすすするるるととと、、、製製製品品品
保保保証証証、、、パパパーーーツツツそそそののの他他他ののの製製製品品品情情情報報報にににアアアクククセセセスススででできききままますすす。。。

g243944

図図図 1

1. 銘板取り付け位置

モモモデデデルルル番番番号号号

シシシリリリアアアルルル番番番号号号

この説明書では、危険についての注意を促すための
警告記号図 2を使用しております。これらは死亡事故
を含む重大な人身事故を防止するための注意ですか
ら、必ずお守りください。
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図図図 2

1. 危険警告記号

この他に2つの言葉で注意を促しています。重重重要要要 は
製品の構造などについての注意点を、注注注はその他の
注意点を表しています。
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安安安全全全にににつつついいいててて
所定のセットアップを行い、規格適合証明書DOCに
記載されている CE キットを取り付けることにより、本
機は ANSI B71.4-2017 および ENISO 5395 規格に適
合する製品となります。

安安安全全全ににに関関関すすするるる一一一般般般的的的ななな注注注意意意
この機械は手足を切断したり物をはね飛ばしたりする
能力があります。重大な人身事故を防ぐため、すべ
ての注意事項を厳守してください。

• エンジンを始動する前に必ずこのオペレーターズマ
ニュアルをお読みになり内容をよく理解してください

• この機械を運転する時は常に十分な注意を払ってく
ださい。運転中は運転操作に集中してください注意
散漫は事故の大きな原因となります。

• ガードなどの安全保護機器が正しく機能していない
時は、運転しないでください。

• 回転部に手足を近づけないよう注意してください。
排出口の近くに手足などを近づけないでください。

• 作業場所に、無用の大人、子供、ペットなどを近づ
けないでください。子供に運転させないでください。

• 運転席を離れる場合はエンジンを止め、キーが付
いている機種ではキーを抜き取り、機械の動きが
完全に停止したことを確認してください。調整、整
備、格納は機体が十分冷えてから行ってください。

間違った使い方や整備不良は人身事故などの原因とな
ります。事故を防止するため、以下に示す安全上の注
意や安全注意標識 のついている遵守事項は必ずお
守りください 「注意」、「警告」、および「危険」 の
記号は、人身の安全に関わる注意事項を示していま
す。これらの注意を怠ると死亡事故などの重大な人身
事故が発生する恐れがあります。
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エエエンンンジジジンンンかかからららののの排排排気気気ににに関関関わわわるるる
認認認証証証
この機械に搭載されているエンジンは、EPA Tier 4 お
よび EU stage V 規制に適合しています。

安安安全全全ラララベベベルルルととと指指指示示示ラララベベベルルル

危険な部分の近くには、見やすい位置に安全ラベルや指示ラベルを貼付しています。破損し
たりはがれたりした場合は新しいラベルを貼付してください。

decal58-6520

58-6520

1. グリス

decal93-6674

93-6674

1. 手を挟まれる危険 整備作業前にマニュアルを読むこと。

decal93-7272

93-7272

1. ファンによる切傷や手足の切断の危険 可動部に近づかない
こと。

decal93-7818

93-7818

1. 警告ブレードボルト/ナットは115-149 N·m11.8-15.2 kg.m =
85-110 ft-lbにトルク締めするトルク締めの方法については
オペレーターズマニュアルを読むこと。

decal100-5622

100-5622

1. 刈高の調整

decal100-5623

100-5623

1. 低めの刈高の調整 2. 高めの刈高の調整

decal100-6578

100-6578

1. ベルトに巻き込まれる危険シールドやガードを外したままで
運転しないこと必ず正しく取り付けて運転すること可動部に
近づかないこと。
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decal104-3579

104-3579

1. 低めの刈高の調整 2. 高めの刈高の調整

decal106-4250

106-4250

1. 刈高

decal106-4251

106-4251

1. 刈高

decal106-6754

106-6754

1. 警告高温部に触れないこと。

2. ファンによる手足切断危険、およびベルトによる巻き込まれ
の危険可動部に近づかないこと。

decal106-6755

106-6755

1. 冷却液の噴出に注意。 3. 警告高温部に触れないこ
と。

2. 爆発の危険オペレーターズ
マニュアルを読むこと。

4. 警告 オペレーターズマニュ
アルを読むこと。

decal114-0849

114–0849

1. 警告1) まず PTO を解除
し、2) それからデッキを上
げること。

4. 前進

2. ここに足を入れないこと。 5. 後退

3. 方向ペダル
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decal120-6604

120-6604

1. 異物が飛び出して人にあたる危険 人を近づけないこと。

2. 切傷や手足の切断の危険回転刃に近づかないこと 使用時に
はすべての安全カバー類を正しく取り付けておくこと。

3. 切傷や手足の切断の危険回転刃に近づかないこと 使用時に
はすべての安全カバー類を正しく取り付けておくこと。

decal120-4159

120–4159

1. OFF 8. 高

2. ライト 9. 走行制御

3. ON 10. 低

4. ライトスイッチの配置場所 11. PTO
5. 高速 12. 左デッキ下降

6. 無段階速度調整 13. 中央デッキ下降

7. 低速 14. 右デッキ下降

decal120-8947

120-8947

1. 警告オペレーターズマニュ
アルを読むこと。

4. ROPS を立てて運転する
時はシートベルトを着用す
ること。

2. ROPS を下げた状態で
は、ROPS による安全保
護は機能しない。

5. ROPS を降ろして運転する
時はシートベルトを着用し
ないこと。

3. ROPS を立てれば転倒時
の保護が機能する。

6. 旋回操作はゆっくり行うこ
と。

decal121-3884

121–3884

1. エンジン停止 3. エンジン 始動

2. エンジン予熱
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decal121-3887

121-3887

1. オペレーターズマニュアルを読むこと。

decalbatterysymbols

バババッッッテテテリリリーーーににに関関関すすするるる注注注意意意標標標識識識

全てがついていない場合もあります。

1. 爆発の危険 6. バッテリーに人を近づけな
いこと。

2. 火気厳禁、禁煙厳守のこと 7. 保護メガネ等着用のこと爆
発性ガスにつき失明等の
危険あり。

3. 劇薬につき火傷の危険あり 8. バッテリー液で失明や火傷
の危険あり。

4. 保護メガネ等着用のこと。 9. 液が目に入ったら直ちに真
水で洗眼し医師の手当てを
受けること。

5. オペレーターズマニュアル
を読むこと。

10. 鉛含有普通ゴミとして投棄
禁止。

decal125-9688

125-9688
キャブ付きモデルのみ

1. ワイパーOFF 3. ワイパーON
2. ワイパー 4. ウインドウォッシャー液

decal121-1592

127-3700

1. 左デッキ上昇。 4. エンジン速度をロック。

2. 中央デッキ上昇。 5. エンジン速度のロックを解
除。

3. 右デッキ上昇。

decal130-0594

130-0594

1. 警告オペレーターズマニュアルを読むことキャブ内では必ず
シートベルトと聴覚保護具を着用すること。
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decal130-0611

130-0611

1. 警告 1) ピンを抜き、2) ドアを押し上げて、 3) 車両の外
へ出る。

decal130-5355

130-5355

1. 後窓を閉じる。 2. フードを上げる。

decal130-5357

130-5357

1. 前に踏み込むと前進。 2. 後に踏み込むと後退。

decal130-5733

130-5733

1. 注意オペレーターズマニュアルを読むこと1) ごみ箱オプショ
ンを外し; 2) 運転席を前に倒す。

decal130-5980

130-5980

1. 注意オペレーターズマニュアルを読むこと。マシンから離れる
時は1)刈り込みデッキを下降させ2)それから運転席を立つ。
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decal136-4436

136-4436

1. ヒューズに関する詳しい情報はオペレーターズマニュアルを
参照のこと。

7. インフォセンター2A

2. エンジン予熱 60A 8. ヘッドライト15A
3. 電源7.5 A 9. 電動シート10A
4. 方向指示器10 A 10. ライター: 10 A
5. ECU10 A 11. ホーン 10 A
6. システム電源10 A

decal114-0846

114-0846

1. エンジン始動手順については オペレーターズマニュアル を読
むこと1) ニュートラルにセット 2) ブレーキを掛ける 3) エン
ジン速度を低速にセット 4) キーを予熱位置に回す 5) キー
を始動位置に回す。

2. エンジン停止手順については オペレーターズマニュアル を
読むこと1) エンジン速度を低速にセット 2) デッキを解除す
る 3)駐車ブレーキを掛ける 4) 5秒間待つ 5)キーを停止位置
に回し6) キーを抜き取る。

3. オペレーターズマニュアルを読むこと。

4. ノブを引き出すとPTO接続リール回転。

5. ノブを押し入れるとPTO解除リール停止。

6. Hレンジへ変えるにはデッキを上昇させる。
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decal121-8378

121-8378

1. ファンOFF 3. 冷気 5. 外気 7. エアコンON必要であれば

2. ファンON 最大 4. 暖気 6. 室内空気 8. エアコンOFF必要であれば

decal132-3600

132-3600
キャブのみ

1. ヒューズに関する詳しい情
報は オペレーターズマニュ
アル を参照のこと。

5. 作業ランプ20A

2. ヘッドライト25A 6. 補助電源15A
3. 凝縮器ファンとエアコンク

ラッチ30A
7. キャブ照明15A

4. ファン25A 8. ワイパー15A

decal133-5618

133-5618

decal120-0250

120-0250

1. 低速走行車両標識
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decal117-2754

117-2754

1. 警告 オペレーターズマニュアルを読むこと。

2. 警告講習を受けてから運転すること。

3. 警告 運転席に着席しているときにはシートベルトを着用すること。

4. 警告 聴覚保護具を着用のこと。

5. 異物が飛び出す危険人を近づけないこと。

6. 手足や指の切断の危険 可動部に近づかないことすべてのガード類を正しく取り付けて使用すること。

7. 転倒の危険 下り坂ではカッティングユニットを下降させること旋回する時は速度を落とすこと高速でターンしないこと。

8. 警告車両を離れるときは駐車ブレーキを掛け、エンジンを停止し、キーを抜くこと。

decal137-5495

137-5495

1. オペレーターズマニュアルを読むこと。
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decal137-5498

137-5498

1. オペレーターズマニュアルを読むこと。
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組組組みみみ立立立ててて
付付付属属属部部部品品品

すべての部品がそろっているか、下の表で確認してください。

手手手順順順 内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

1 必要なパーツはありません。 – マシンのグリスアップを行ってください。

2 必要なパーツはありません。 – タイヤ空気圧を点検する。

3 必要なパーツはありません。 – オイルの量を点検します。

4 製造年デカル 1 デカルを取り付けますCE 諸国用のみ。

そそそののの他他他ののの付付付属属属品品品

内内内容容容 数数数量量量 用用用途途途

オペレーターズマニュアル 1 ご使用前にご覧ください。

エンジンマニュアル 1 エンジン関係の情報を調べるための資料です。

規格適合認定書 1

始動キー 2 エンジンを掛ける。

キャスタキャップ用レンチ 1 キャスタホイールアセンブリの調整に使用します。

注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

1
グググリリリスススアアアッッップププををを行行行ううう

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

運転前に機械のグリスアップを行う潤滑 (ページ 56)
を参照。

重重重要要要 こここののの作作作業業業ををを怠怠怠るるるとととマママシシシンンンににに急急急激激激ななな磨磨磨耗耗耗ががが発発発生生生しししままま
すすすかかかららら注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい。。。

2
タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ををを点点点検検検すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順

タイヤ空気圧を点検する タイヤ空気圧を点検する (ペー
ジ 26)を参照。

重重重要要要 マママシシシンンンののの性性性能能能ををを適適適切切切ににに発発発揮揮揮さささせせせ、、、まままたたた質質質ののの高高高いいい
刈刈刈りりり込込込みみみををを実実実現現現すすするるるたたためめめににに、、、すすすべべべてててのののタタタイイイヤヤヤののの空空空気気気圧圧圧
ををを正正正しししくくく維維維持持持しししてててくくくだだださささいいい。。。タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ははは規規規定定定値値値以以以
下下下ににに下下下げげげてててはははななならららななないいい。。。
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3
液液液量量量ををを点点点検検検すすするるる

必必必要要要なななパパパーーーツツツはははああありりりままませせせんんん。。。

手手手順順順
1. エンジンオイルの量を点検する エンジンオイルの

量を点検する (ページ 59)を参照。

2. ブレーキオイルの量を点検する 油圧オイルの容
量 (ページ 72)を参照。

3. 冷却液の量を点検する; 冷却系統を点検する
(ページ 68) を参照。

4. プラネタリギアドライブのオイル量を点検する プラ
ネタリギアオイルの点検 (ページ 66)を参照。

5. 後アクスルの潤滑油量を点検する 後アクスルオ
イルの点検 (ページ 67)を参照。

6. 後アクスルのギアボックスの潤滑油量を点検す
る 後アクスルギアボックスのオイルの点検 (ペー
ジ 67)を参照。

4
デデデカカカルルルををを取取取りりり付付付けけけるるるCE 諸諸諸国国国
用用用のののみみみ

こここののの作作作業業業ににに必必必要要要なななパパパーーーツツツ

1 製造年デカル

手手手順順順

CE 規制に適合させる必要がある場合には、付属部品
に入っている製造年デカルを貼り付けてください図 3。

g279510

図図図 3

1. 製造年デカル
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製製製品品品ののの概概概要要要
各各各部部部ののの名名名称称称ととと操操操作作作
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

g203048

図図図 4

1. ブレーキペダル 4. 駐車ブレーキ

2. ペダルロックのラッチ 5. チルトステアリングレバー

3. 走行ペダル

走走走行行行ペペペダダダルルル
マシンを停止させるには、走行ペダルがニュートラル位
置に戻るまでペダルを踏む力をゆるめます図 4。

ブブブレレレーーーキキキペペペダダダルルル
2枚のペダルにより左右の車輪を独立で制御し、旋回
性能や駐車、斜面での走行性能を高めています。駐
車ブレ ーキを掛けるときや移動走行の際にはロックピン
で2枚を連結して使用します図 4。

ペペペダダダルルルロロロッッックククのののラララッッッチチチ
ペダルのロック用ラッチを使って2枚のペダルを連結して
駐車ブレーキとします図 4。

チチチルルルトトトススステテテアアアリリリンンングググレレレバババーーー
このレバーを下に押してハンドルを適当な位置に調整
します 調整ができたらレバーから手を離すと調整が
固定されます図 4。

駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキのののラララッッッチチチ
コンソール左側にあるノブを引くと、駐車ブレーキが
ロックします図 4。

駐車ブレーキを掛けるには、ロック用ラッチピンで2枚
のペダルを連結し、両方のペダルを踏み込んで、駐車

ブレーキ用ノブを引きます。駐車ブレーキを解除するに
は、ラッチが落ちるまで2枚のペダルを踏み込みます。

キキキーーースススイイイッッッチチチ
キースイッチ図 5には3つの位置があります OFF、
ON/PREHEAT、STARTです。

g028453

図図図 5

1. 昇降スイッチ 5. ハイ・ロー速度コントロール

2. PTO スイッチ 6. エンジン速度スイッチ

3. キースイッチ 7. ライトスイッチオプション

4. インフォセンター

エエエンンンジジジンンン速速速度度度スススイイイッッッチチチ
エンジン速度スイッチ図 5は、2つのエンジン速度モー
ドを切り換えます。スイッチを軽くたたくと、エンジン速
度を100rpmずつ増加または減少させることができま
す。スイッチの端を押し下げてそのまま保持すると、エ
ンジンは自動的にハイアイドルまたはローアイドルに
なります。

PTO スススイイイッッッチチチ
PTOスイッチ押し込んだ状態作動と引き出した状態停
止の2つの位置があります。PTO ボタンを引くと刈り込
みデッキのブレードが回転を開始します。PTOボタンを
押し込むブレードの回転が止まります図 5。

ハハハイイイ・・・ロロローーー速速速度度度スススイイイッッッチチチ
芝刈り作業用と移動走行用のモードの切り換えを行い
ます図 5。

ハイレンジでは刈り込みデッキは作動しません。ハ
イレンジとローレンジの切り換えは、デッキを上昇さ
せ、PTO とクルーズコントロールを解除し、走行ベ
ダルをニュートラル位置にセットして、低速走行状態
で行ってください。

昇昇昇降降降スススイイイッッッチチチ
昇降スイッチで、カッティングユニットの昇降を行います
図 5。スイッチの前側を押すとカッティングユニットが下
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降し、後側を押すとカッティングユニットが上昇します。
カッティングユニットが降下した状態でマシンを始動する
場合には、昇降スイッチを降下側に押してカッティング
ユニットをフロート刈り込みモードにしてください。

注注注 速度が高速レンジに設定されているとカッティングユ
ニットは降下しません。また、エンジンが掛かってい
るのに着席していない場合には、降下も上昇もできま
せん。キーが ON 位置となっていて、着席していると
カッティングユニットは降下します。

クククルルルーーーズズズコココンンントトトロロローーールルルスススイイイッッッチチチ

クルーズコントロールスイッチは、ペダルを固定して希
望走行速度を維持します図 6。スイッチ後部を押すとク
ルーズコントロール機能は解除され、スイッチ中央部は
クルーズコントロールスイッチが ONになり、スイッチ前
部で希望する走行速度を設定します。

注注注 ブレーキペダルを踏み込むか走行ペダルを後退側
に軽く踏み込むかするとクルーズコントロールは解除
されます。

g028454

図図図 6

1. 電源ソケット 2. クルーズコントロールスイッ
チ

電電電源源源ソソソケケケッッットトト

オプションの電気器具を利用するときの電源です図 6。

座座座席席席コココンンントトトロロローーールルル

座座座席席席調調調整整整レレレバババーーー

運転席横の調整レバーを外側に引いて運転席を希望
の位置にスライドさせ、その位置でレバーから手を離
すと運転席が固定されます図 7。

g037412

図図図 7

1. 座席調整レバー 4. 体重調整ゲージ

2. アームレスト調整ノブ 5. 背もたれ調整レバー

3. 体重調整レバー

アアアーーームムムレレレススストトト調調調整整整ノノノブブブ

ノブを回してアームレストの角度を調整することができ
ます図 7。

背背背もももたたたれれれ調調調整整整レレレバババーーー

背もたれの角度を調整するレバーです図 7。

体体体重重重調調調整整整ゲゲゲーーージジジ

適正に調整できると、インジケータに表示が出ます図
7。運転席の高さも調整できますサスペンションを緑色
の範囲で調整してください。

体体体重重重調調調整整整レレレバババーーー

体重調整用のレバーです図 7。レバーを引き上げる
と空気圧が高くなり、押し下げると低くなります。体重
ゲージが緑色の範囲に入れば、調整は適切です。
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キキキャャャブブブ関関関係係係ののの制制制御御御装装装置置置

g028431

図図図 8

1. 空気循環コントロール 5. 電源ソケット

2. ファンコントロール 6. ライトスイッチ

3. 温度コントロール 7. フラッシャースイッチ

4. ワイパースイッチ 8. エアコンスイッチ

空空空気気気循循循環環環コココンンントトトロロローーールルル

室内空気循環モードと外気導入モードの切り替えを
行うスイッチです 図 8。
• エアコンを使用する場合は室内空気循環にセット

してください。

• ヒーターやファンを使用する場合は外気導入にセッ
トしてください。

フフファァァンンンコココンンントトトロロローーールルルのののノノノブブブ

ノブを回してファンの回転速度を調整します図 8。

温温温度度度コココンンントトトロロローーールルルのののノノノブブブ

ノブを回してキャブ内の温度を調整します図 8。

ワワワイイイパパパーーースススイイイッッッチチチ

ワイパーのON/OFFを行います 図 8。

エエエアアアコココンンンスススイイイッッッチチチ

エアコンのON/OFFを行います 図 8。

電電電源源源ソソソケケケッッットトト

DC 12 V 15 A の電源を供給します図 8。

ララライイイトトトスススイイイッッッチチチ

ヘッドライトとテールライトの ON/OFFを行います 図 8。

フフフラララッッッシシシャャャーーースススイイイッッッチチチ

点滅灯 ハザード ON/OFFを行います 図 8。

前前前窓窓窓用用用ラララッッッチチチ

ラッチを上に開くと窓を開けることができます図 9。ラッ
チを押し込むように開くとOPEN位置に固定できます。
閉じる時にはラッチを引き出して下げてください。

g196911

図図図 9

1. 前窓用ラッチ

後後後部部部ウウウイイインンンドドドウウウラララッッッチチチ

このラッチを上に開くと後の窓を開けることができま
す。ラッチを押し込むように開くと窓を開けた状態で固
定できます。閉じる時にはラッチを引き出して下げて
ください図 9。

重重重要要要 フフフーーードドドををを開開開けけけるるる時時時にににははは、、、後後後窓窓窓ををを閉閉閉めめめてててくくくだだださささいいい。。。
フフフーーードドドががが後後後窓窓窓にににぶぶぶつつつかかかるるるととと破破破損損損すすするるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

イイインンンフフフォォォセセセンンンタタターーーののの使使使いいい方方方

インフォセンター LCD ディスプレイは、マシンの運転状
態や、故障診断情報を表示します図 10。インフォセン
ターには初期画面とメイン情報画面があります。イン
フォセンターのどのボタンでも、押せば初期画面とメイ
ン画面とをいつでも切り替えることができ、また、矢印
ボタンで選択することによって、希望する項目の内容を
確認することができます。
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g020650

図図図 10

1. インジケータランプ 3. 中央ボタン

2. 右ボタン 4. 左ボタン

• 左ボタン, メニューアクセス/バックボタンこのボタン
を押すと、インフォセンターのメニューが表示され
ます。メニュー表示中にこれを押せばメニューを
終了します。

• 中央ボタンメニューを下向きにスクロールするとき
に使います。

• 右ボタン右向き矢印が表示されたとき、その先にあ
るメニュー項目を見るために使用します。

• ブザーデッキを下降させるときや、故障発見時など
に音が鳴ります。

注注注 各ボタンの機能はメニューの内容によって、変わ
ります。各ボタンについて、その時の機能がアイコ
ンで表示されます。

イイインンンフフフォォォセセセンンンタタターーーのののアアアイイイコココンンン

SERVICE DUE定定定期期期整整整
備備備時時時期期期ででですすす

定期整備時期であることを示します

Engine rpm/status—エンジンの回転
数rpmを表示します

アワーメータ

情報アイコン

最高走行速度を設定します

高速

低速

ファン逆転ファンが逆転しているときに
表示されます

イイインンンフフフォォォセセセンンンタタターーーのののアアアイイイコココンンン (cont'd.)

燃料レベル

静止再生を実施する必要があります

エアインテークヒーターが作動中

左デッキ上昇

中央デッキ上昇

右デッキ上昇

オペレータが着席している必要があ
ります

駐車ブレーキ作動表示駐車ブレーキ
が掛かっているONことを示します

レンジが「高速」

ニュートラル

レンジが「低速」

冷却液温度エンジンの冷却液の温度
を表示します表示単位は、 °C また
は °Fです。

温度高温

走行または走行ペダル

禁止または不許可

エンジン始動

PTOPTOがONであることを表示しま
す。

停止またはシャットダウン

エンジン

キースイッチ

カッティングユニットが下降中である
ことを示します

カッティングユニットが上昇中である
ことを示します

PIN コード
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イイインンンフフフォォォセセセンンンタタターーーのののアアアイイイコココンンン (cont'd.)

油圧オイル温度油圧オイルの温度を
表示します。

CAN バス

インフォセンター

不良または故障

中央

右

左

電球

TEC コントローラまたはコントロールワ
イヤハーネスからの出力

高許容範囲を超えています

高許容範囲に達していません

/
所定範囲外

スイッチ

スイッチを解除する必要があります

表示されているモードに切り換えてく
ださい

DPFの粒子蓄積表示詳細は「保守」
の章の「DPF フィルタの整備」を参
照してください。

リセットスタンバイ再生要求

駐車またはリカバリ再生要求

駐車またはリカバリ再生進行中

排ガス高温警告

NOx コントロール診断の不具合管理
棟に帰って Toro 正規代理店に連絡す
ることソフトウェアバージョン R 以降。

イイインンンフフフォォォセセセンンンタタターーーのののアアアイイイコココンンン (cont'd.)

表示記号を組み合わ
せた文章が表示されま
す。以下に文章の例を
示します

マシンをニュートラルにセットしてくだ
さい。

エンジンの始動許可がおりません。

エンジンをシャットダウンします

冷却液が過熱しています。

油圧オイルが過熱しています。

着席するか駐車ブレーキをかけてく
ださい

メメメニニニュュューーーののの使使使いいい方方方

インフォセンターのメニューにアクセスするには、メ
ニュー画面が表示されているときにメニューアクセスボ
タンを押します。ボタンを押すとメインメニューが表示さ
れます。各メニューにおいてどのような内容が表示され
るかは、以下の表をご覧ください。

メメメイイインンンメメメニニニュュューーー

メメメニニニュュューーー項項項目目目 内内内容容容

Faults不具合 不具合メニューには、最近に
記録された不具合が表示され
ます。サービスマニュアルに
Faultsメニューおよびその内容
の詳細が解説されています。
または弊社ディストリビュータに
お問い合わせください。

Service整備 整備メニューでは、使用時間
記録などの情報を見ることが
できます。

Diagnostics診断機能 診断メニューでは、各スイッ
チ、センサー、制御出力の状
態が表示されます。どのコン
トロール装置がONになってお
り、どれがOFFになっているか
が表示されますから、故障探
究を手早く行うことができます。

Settings設定 設定メニューではインフォセン
ターの表示や機械の設定を変
更することができます。

Aboutマシンについて このメニュー項目では、モデ
ル番号、シリアル番号、ソフト
ウェアのバージョンなどを確認
することができます。
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Service整整整備備備

メメメニニニュュューーー項項項目目目 内内内容容容

Hours運転時間 マシン、エンジン、リール、
およびファンが使用されていた
時間およびマシンが移動走行
していた時間とオーバーヒート
していた時間が記録されてお
り、これらを確認することがで
きます。

Counts回数 マシンが予熱および始動操作
された積算回数が表示されま
す。

Diagnostics診診診断断断機機機能能能

メメメニニニュュューーー項項項目目目 内内内容容容

Engine Runエンジン作動 エンジン動作関係メニューお
よびその内容の詳細について
は、サービスマニュアルを参照
するか、弊社ディストリビュータ
にお問い合わせください

グロープラグ 以下の項目がONであるかどう
かを表示します始動キー、時
間切れ、グロープラグ。

Fanファン 以下の場合にファンが作動して
いるかどうかを表示します エン
ジン温度超過、エンジンオイル
温度超過、エンジンまたは油
圧回路温度超過、ファンON。

Settings設設設定定定

メメメニニニュュューーー項項項目目目 内内内容容容

Units単位 インフォセンターで表示される
項目の単位ヤードポンド法また
はメートル法を選択することが
できます。

Language言語 インフォセンターの表示に使う
言語を選択することができます*

LCD Backlightバックライト LCD表示の明るさを調整します

LCD Contrastコントラスト LCD 表示のコントラストを調整
します。

Protected Menus保護項目 許可された人が PIN コードを入
力してアクセスできます。

Auto Idleオートアイドル マシンを運転しない状態から自
動的にアイドリングに移行する
までの時間の長さを設定しま
す。

Mow　Speed刈込速度 刈り込み時ローレンジの最高
速度を設定します。

移動走行速度 移動走行時ハイレンジの最高
速度を設定します。

スマートパワー スマートパワーは、負荷の大
きな刈り込み時に、刈り込み速
度を自動的に調整して刈り上
がりを最適化するとともに立ち
往生を防止します。

* 「オペレータ向け」のメッセージのみが翻訳表示され
ます。故障、整備、診断の画面は「整備士向け」メッ
セージです。タイトルは選択された言語で表示されます
が、本文は英語表示となります。

About マママシシシンンンにににつつついいいててて

メメメニニニュュューーー項項項目目目 内内内容容容

Modelモデル マシンのモデル番号を表示し
ます。

SN マシンのシリアル番号を表示
します。

Machine Controller Revisionコ
ントローラ改訂番号

マスターコントローラのソフトウェ
アの改訂番号を表示します。

インフォセンターの改定番号 インフォセンターのソフトウェア
の改訂番号を表示します。

CAN Bus マシン内部の通信状態を表示
します。

Protected Menus保保保護護護項項項目目目

インフォセンターの「設定」メニューで変更可能な項
目は4つありますオートアイドル、刈り込み時最大速
度、移動時最大速度、デッキのカウンタバランス、ス
マートパワーです。これらの設定は、「パスワード保
護メニュー」にあります。

アアアクククセセセススス制制制限限限付付付きききメメメニニニュュューーーへへへのののアアアクククセセセススス

注注注 出荷時に設定されている デフォルト PIN は 0000
または 1234 です。

PIN を変更後、PIN を忘れてしまった場合には、弊社
ディストリビュータにご相談ください。

1. MAINメインメニューから中央ボタンで下へスクロー
ルしていくとSETTINGS設定メニューがありますか
ら、ここで右ボタンを押します図 11。

g028523

図図図 11

2. SETTINGSメニューから中央ボタンで下へスクロー
ルしていくとPROTECTED 保護メニューがあります
から、ここで右ボタンを押します図 12A。
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g028522

図図図 12

3. パスワードを入力するには、中央ボタンを何度か
押して最初の桁へ入力します。その後に右ボタン
を押すと次の桁へ移動します図 12B と図 12C。
これを繰り返して最後の桁まで入力を終えたら、
もう一度右ボタンを押します。

4. 中央ボタンを押して PIN コードを登録します図
12D。

インフォセンターの赤ランプが点灯するまで待
ちます。

注注注 インフォセンターが PIN コードを受け付けて保
護メニューが開くと、画面右上の部分に PIN と
いう表示が現れます。

注注注 キーを OFF 位置にし、もう一度ONにすると、保護
メニューがロックされます。

「保護メニュー」の設定内容を閲覧・変更することが
できます。「保護メニュー」にアクセスしたら、下へ
スクロールして「設定を保護」Protect Settingsへ進
みます。右ボタンを使って設定を変更します。Protect
Settings設定を保護をOFFにすると、PIN コードを入
力しなくても、保護メニューの内容を閲覧・変更するこ
とができるようになります。「設定を保護」をONにす
ると、保護されている内容は表示されなくなり、これ
らを閲覧・変更するには PIN コードの入力が必要とな
ります。PIN コードを入力した時は、キースイッチを
OFF にし、もう一度キーを ON にすると、このパス
ワードが記憶されます。

オオオーーートトトアアアイイイドドドルルルAuto Idleののの設設設定定定方方方法法法

1. 設定メニューSettings Menuにて下へスクロール
すると「オートアイドルAuto Idle」があります。

2. 右ボタンを使って、オートアイドル時間を、OFF,
8S, 10S, 15S, 20S,および 30Sから選択します。

刈刈刈りりり込込込みみみ最最最高高高速速速度度度ののの設設設定定定方方方法法法

1. 「設定メニュー」で、下へスクロールしていくと
「刈り込み速度」Mow Speedがありますから、
ここで右ボタンを押します。

2. 最高速度設定を上げるには右ボタンで選択しま
す50%, 75%, または 100%)。

3. 最高速度設定を下げる場合には中央ボタンを使
います50%, 75%, または 100%)。

4. 設定が終了したら左ボタンを押します。

移移移動動動時時時最最最高高高速速速度度度ののの設設設定定定方方方法法法

1. 「設定メニュー」で、下へスクロールしていくと
「移動速度」がありますから、ここで右ボタン
を押します。

2. 最高速度設定を上げるには右ボタンで選択しま
す50%, 75%, または 100%)。

3. 最高速度設定を下げるには中央ボタンで選択しま
す50%, 75%, または 100%)。

4. 設定が終了したら左ボタンを押します。

「保護メニュー」の設定が終了したら、左ボタンを押し
てメインメニューに戻り、次にもう一度左ボタンを押して
動作メニューRun Menuに戻ります。
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仕仕仕様様様

g203228

図図図 13
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内内内容容容 図図図 13記記記号号号 寸寸寸法法法まままたたたははは重重重量量量

高さキャブ搭載 A 237 cm

高さROPS を立てた状態 I 217 cm

高さROPS を下げた状態 K 173 cm

全長 H 186 cm

収納時の長さ G 184 cm

刈幅

全体 D 315 cm

前カッティングユニット 137 cm

左右カッティングユニット 94 cm

前と左又は右カッティングユニット 226 cm

全幅

カッティングユニット降下時 E 323 cm

カッティングユニット上昇時移動走行 C 180 cm

ホイールベース F 141 cm

ホイールトレッドタイヤの中心から中心まで

前 B 114 cm

後 J 107 cm

地上高 15 cm

純重量キャブを含む 2165 kg

純重量ROPS を含む 1922 kg

注注注 仕様および設計は予告なく変更される場合があります。

アアアタタタッッッチチチメメメンンントトトとととアアアクククセセセサササリリリ

トロが認定した各種のアタッチメントやアクセサリがそろっており、マシンの機能をさらに広げることができます。 詳
細は弊社の正規サービスディーラ、または代理店へお問い合わせください弊社のウェブサイト www.Toro.com でも
すべての認定アタッチメントとアクセサリをご覧になることができます。

いつも最高の性能と安全性を維持するために、必ずToroの純正部品をご使用ください。他社の部品やアクセサリを
御使用になると危険な場合があり、製品保証を受けられなくなる場合がありますのでおやめください。
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運運運転転転操操操作作作
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

運運運転転転ののの前前前ににに

運運運転転転前前前ののの安安安全全全確確確認認認

安安安全全全ににに関関関すすするるる一一一般般般的的的ななな注注注意意意
• 子供やトレーニングを受けていない大人には、絶対

に運転や整備をさせないでください地域によっては
機械のオペレータに年齢制限を設けていることがあ
りますのでご注意ください。オーナーは、オペレータ
全員にトレーニングを受講させる責任があります。

• 安全な運転操作、各部の操作方法や安全標識など
に十分慣れておきましょう

• 運転席を離れる場合はエンジンを止め、キーが付
いている機種ではキーを抜き取り、機械の動きが
完全に停止したことを確認してください。調整、整
備、格納は機体が十分冷えてから行ってください。

• エンジンの緊急停止方法に慣れておきましょう。

• オペレータコントロールやインタロックスイッチなどの
安全装置が正しく機能しているか、また安全ガー
ドなどが外れたり壊れたりしていないか点検してく
ださい。これらが正しく機能しない時には機械を
使用しないでください。

• 使用前に必ず、ブレード、ブレードボルト、刈り込
みアセンブリの点検を行ってください。バランスを狂
わせないようにするため、ブレードを交換するときに
はボルトもセットで交換してください。

• これから機械で作業する場所をよく確認し、機械に
巻き込まれそうなものはすべて取り除きましょう。

燃燃燃料料料にににつつついいいてててののの安安安全全全事事事項項項
• 燃料の取り扱いに際しては安全に特にご注意くださ

い。燃料は引火性が高く、気化すると爆発する可
能性があります。

• 燃料取り扱い前に、引火の原因になり得るタバコ、
パイプなど、すべての火気を始末してください。

• 燃料の保管は必ず認可された容器で行ってくださ
い。

• エンジン回転中などエンジンが高温の時には、燃料
タンクのふたを開けたり給油したりしないでください。

• 締め切った場所では燃料の補給や抜き取りをしな
いでください。

• ガス湯沸かし器のパイロット火やストーブなど裸火
や火花を発するものがある近くでは、機械や燃料容
器を保管格納しないでください。

• 燃料がこぼれたら、エンジンを始動せずにマシン
を別の場所に動かし、気化した燃料ガスが十分

に拡散するまで引火の原因となるものを近づけな
いでください。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる
エンジンを始動させる前に、エンジンオイルの量を点
検してください手順は エンジンオイルの量を点検する
(ページ 59)を参照してください。

冷冷冷却却却系系系統統統ををを点点点検検検すすするるる
エンジンを始動させる前に、冷却系統を点検してくだ
さい手順は 冷却系統を点検する (ページ 25)を参照
してください。

油油油圧圧圧シシシススステテテムムムををを点点点検検検すすするるる
エンジンを始動させる前に、油圧系統を点検してくだ
さい手順は 油圧オイルについて (ページ 72)を参照
してください。

燃燃燃料料料・・・水水水セセセパパパレレレーーータタタののの水水水抜抜抜ききき
水セパレータの水抜きと異物の除去を行う ウォーター
セパレータの整備 (ページ 62)を参照。

燃燃燃料料料ををを補補補給給給すすするるる

燃燃燃料料料タタタンンンククク容容容量量量
燃燃燃料料料容容容量量量79 リットル

燃燃燃料料料にににつつついいいてててののの仕仕仕様様様
重重重要要要 超超超低低低イイイオオオウウウ軽軽軽油油油以以以外外外ののの燃燃燃料料料ははは使使使用用用しししななないいいでででくくくだだださささ
いいい。。。イイイオオオウウウ分分分ののの多多多いいい燃燃燃料料料ははは、、、DOC排排排ガガガススス酸酸酸化化化触触触媒媒媒ををを
劣劣劣化化化さささせせせ、、、運運運転転転トトトラララブブブルルルををを発発発生生生さささせせせ、、、エエエンンンジジジンンンののの各各各
機機機器器器ののの寿寿寿命命命ををを縮縮縮めめめままますすす。。。

以以以下下下ののの注注注意意意ををを守守守らららななないいいととと、、、エエエンンンジジジンンンををを破破破損損損さささせせせるるる場場場
合合合がががああありりりままますすす。。。

• 絶対に、ディーゼル燃料の代わりに灯油やガソリン
を使わないでください。

• 絶対に、灯油やガソリンをディーゼル燃料に混入
しないでください。

• 絶対に、内面に亜鉛メッキされている容器で燃料を
保管しないでください。

• 燃料用添加剤を使用しないでください。

デデディィィーーーゼゼゼルルル燃燃燃料料料

セセセタタタンンン値値値 45 以上

イイイオオオウウウ含含含有有有率率率 超低イオウ<15ppm

燃燃燃料料料表表表
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燃燃燃料料料表表表 (cont'd.)

デデディィィーーーゼゼゼルルル燃燃燃料料料ののの仕仕仕様様様 地地地域域域

ASTM D975

No. 1-D S15

No. 2-D S15

USA

EN 590 EU 諸国

ISO 8217 DMX 米国外

JIS K2204 Grade No. 2 日本

KSM-2610 大韓民国

• 不純物のない新しい軽油またはバイオディーゼル燃
料を使用してください。

• 燃料の劣化を避けるため、180日以内に使いきれ
る程度の量を購入するようにしてください。

気温が -7℃以上では夏用燃料2号軽油を使用します
が、気温が -7℃以下の季節には冬用燃料1号軽油ま
たは1号と2号の混合を使用してください。

注注注 低温下で冬用ディーゼル燃料を使うと、発火点や流
動点が下がってエンジンが始動しやすくなるばかりでな
く、燃料の成分分離ワックス状物質の沈殿によるフィル
タの目詰まりを防止できるなどの利点があります。

気温が -7°以上の季節には夏用燃料を使用する方が、
燃料ポンプの寿命を延ばします。

バババイイイオオオデデディィィーーーゼゼゼルルルののの使使使用用用にににつつついいいててて

この機械はバイオディーゼル燃料を混合したB20燃料
バイオディーゼル燃料が20、通常軽油が80を使用す
ることができます。

イイイオオオウウウ含含含有有有率率率 超低イオウ<15ppm
バババイイイオオオデデディィィーーーゼゼゼルルル燃燃燃料料料ののの仕仕仕様様様 ASTM D6751 または
EN14214
ブブブレレレンンンドドド燃燃燃料料料ののの仕仕仕様様様ASTM D975、EN590 または JIS
K2204
重重重要要要 たたただだだししし、、、混混混合合合ささされれれててていいいるるる軽軽軽油油油のののイイイオオオウウウ含含含有有有量量量ははは
極極極低低低レレレベベベルルルででであああるるる必必必要要要がががああありりりままますすす。。。

以下の注意を守ってお使いください。

• 着色したターフを汚す可能性があります。

• 寒い地方ではB5バイオディーゼル燃料が5またはそ
れ以下の製品を使用すること。

• 時間経過による劣化がありうるので、シール部分、
ホース、ガスケットなど燃料に直接接する部分をま
めに点検してください。

• バイオディーゼル混合燃料に切り替えてからしば
らくの間は燃料フィルタが目詰まりを起こす可能性
があります。

• バイオディーゼルの詳細については、代理店に
おたずねください。

燃燃燃料料料ををを補補補給給給すすするるる

g203191

図図図 14

タンクの天井よりも約 6-13 mm 下の高さまで、2号
軽油2Dを入れる。

注注注 可能であれば、一日の運転が終了したあとに燃料
を入れるようにしてください。このようにすると燃料タン
ク内部に水がたまるのを低減することができます。

タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

危危危険険険
タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ががが不不不足足足すすするるるととと、、、斜斜斜面面面ででで機機機体体体ががが不不不安安安定定定
ににになななりりり、、、転転転倒倒倒なななどどど、、、生生生命命命ににに関関関わわわるるる重重重大大大ななな人人人身身身事事事
故故故ををを起起起こここしししやややすすすくくくなななるるる。。。

タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ははは規規規定定定値値値以以以下下下ににに下下下げげげてててはははななならららななないいい。。。

タイヤの適正空気圧は、1.72-2.07 bar0.98-1.26
kg/m2=25-30 psiです。

重重重要要要 マママシシシンンンののの性性性能能能ををを適適適切切切ににに発発発揮揮揮さささせせせ、、、まままたたた質質質ののの高高高いいい
刈刈刈りりり込込込みみみををを実実実現現現すすするるるたたためめめににに、、、すすすべべべてててのののタタタイイイヤヤヤののの空空空気気気圧圧圧
ををを推推推奨奨奨値値値ににに維維維持持持しししてててくくくだだださささいいい。。。タタタイイイヤヤヤ空空空気気気圧圧圧ははは規規規定定定値値値
以以以下下下ににに下下下げげげてててはははななならららななないいい。。。

運運運転転転ををを行行行ううう前前前ににに、、、全全全部部部のののタタタイイイヤヤヤののの空空空気気気圧圧圧ををを調調調整整整しししてててくくく
だだださささいいい。。。
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g001055

図図図 15

ホホホイイイーーールルルナナナッッットトトのののトトトルルルクククををを点点点検検検
すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 1 時間

使用開始後最初の 10 時間

200運転時間ごと

警警警告告告
適適適切切切なななトトトルルルククク締締締めめめををを怠怠怠るるるととと車車車輪輪輪ののの脱脱脱落落落かかかららら人人人身身身事事事
故故故にににつつつななながががるるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

各各各ラララグググナナナッッットトトををを適適適正正正トトトルルルクククにににトトトルルルククク締締締めめめすすするるる。。。

図 16と図 17に示す順序で、ラグナットを 115-136 N·m
10.5-13.0 kg.m = 85-100 ft-lbにトルク締めする。

g033358

図図図 16
前輪

g033359

図図図 17
後輪

ミミミラララーーーののの調調調整整整
キキキャャャブブブモモモデデデルルルのののみみみ

バババッッックククミミミラララーーー

運転席に座り、バックミラーの調整を行ってください図
18。レバーを後方に引くと防眩モードになってライトの
直射などの眩しさを軽減します。

サササイイイドドドミミミラララーーー

運転席に座り、もう一人の人に手伝ってもらって、サイ
ドミラーの調整を行ってください図 18。

g008870

図図図 18

1. サイドミラー 3. レバー

2. バックミラー
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ヘヘヘッッッドドドララライイイトトトののの調調調整整整
オオオプププシシショョョンンンアアアクククセセセサササリリリ
1. 取り付けナットをゆるめ、各ヘッドライトが真っ直

ぐ前を向くように調整する。

注注注 調整終了後のナットの締め付けは、調整を保
持できる程度に軽くする。

2. 平らな金属板をヘッドライトの正面に当てる。

3. 金属板に磁石式の傾斜計を取り付ける。

4. 金属板を当てたままの状態で、ヘッドライトが3度
下方に向くように調整し、ナットを締め付ける。

5. もう一方のヘッドライトにも同じ作業を行う。

ROPS横横横転転転保保保護護護バババーーーををを調調調整整整
すすするるる

警警警告告告
転転転倒倒倒事事事故故故ののの際際際ののの負負負傷傷傷ややや死死死亡亡亡ををを防防防止止止すすするるるたたためめめ
ににに ROPS ははは必必必ずずず立立立てててたたた位位位置置置にににロロロッッックククしししててておおおききき、、、運運運
転転転時時時にににはははシシシーーートトトベベベルルルトトトををを着着着用用用すすするるるこここととと。。。

まままたたた、、、運運運転転転席席席がががラララッッッチチチででで固固固定定定ささされれれててていいいるるるここことととををを確確確
認認認すすするるるこここととと。。。

警警警告告告
ROPS ををを下下下げげげるるるととと横横横転転転ににに対対対すすするるる保保保護護護効効効果果果はははなななくくく
なななるるる。。。

• 不不不整整整地地地ややや斜斜斜面面面ををを走走走行行行すすするるる時時時にににははは、、、必必必ずずずROPS
横横横転転転保保保護護護バババーーーををを立立立てててててておおおくくくこここととと。。。

• どどどうううしししてててももも必必必要要要ななな時時時以以以外外外にににははは ROPS ををを下下下げげげななな
いいいこここととと。。。

• ROPS ををを下下下げげげててて乗乗乗車車車しししててていいいるるるととときききにににはははシシシーーートトトベベベ
ルルルトトトををを着着着用用用しししななないいいこここととと。。。

• 運運運転転転はははゆゆゆっっっくくくりりり慎慎慎重重重にににおおおこここなななうううこここととと。。。

• 頭頭頭上上上ののの障障障害害害物物物がががなななくくくなななっっったたたららら直直直ちちちににに ROPS ををを
立立立てててるるるこここととと。。。

• 頭頭頭上上上ののの安安安全全全木木木ののの枝枝枝、、、門門門、、、電電電線線線なななどどどににに注注注意意意ししし、、、
こここれれれらららににに機機機械械械ややや頭頭頭をををぶぶぶつつつけけけななないいいよよようううににに注注注意意意すすす
るるるこここととと。。。

ROPSををを下下下げげげるるる

g221650

図図図 19

ROPSををを立立立てててるるる

g221651

図図図 20
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刈刈刈りりり高高高ののの調調調整整整

Center Cutting Unit中中中央央央カカカッッッテテティィィンンン
グググユユユニニニッッットトト
刈高の調整範囲は 25-127 mm、調整間隔は 13 mm
刻みです。中央カッティングユニットの刈高を調整す
るには、キャスタホイールの軸をキャスタフォークの上
の穴または下の穴にセットし、キャスタフォークに同数
のスペーサを追加または取り外し、後チェーンを希
望する穴に入れる。

1. 平らな場所に駐車する。

2. エンジンを始動し、カッティングユニットを上昇さ
せて刈高の調整ができるようにする。

3. エンジンを停止し、駐車ブレーキを掛け、カッティ
ングユニットを上昇させてからキーを抜き取る。

4. キャスタホイールのアクスルをキャスタフォークの
上穴または下穴にセット全部のキャスタフォークで
上または下に統一する。

g008866

図図図 21

1. テンショニングキャップ 4. アクスル取り付け穴上穴

2. スペーサ 5. キャスタホイール

3. シム

注注注 刈高が 64 mm 以上の場合は、ホイールと
フォークの間に刈りかすがたまるのを防止するた
めに、アクスルボルトをキャスタフォークの下側の
穴にセットしてください。刈高を 64 mm 未満に設
定しているのにホイールとフォークの間に刈りか
すがたまる場合には、バック走行して刈りかすを
振り落としてください。

5. スピンドルシャフトからテンショニングキャップを
外し、キャスタアームからスピンドルを抜き出す
図 21。

6. 最初についていたように、スピンドルシャフトにシ
ムを 2 枚取り付ける。

注注注 これらのシムは、カッティングユニット全体の
左右の水平調整に必要となる。希望の高さにす

るために必要な数のスペーサ13 mmをシャフトに
セットし、ワッシャをはめる下のチャートを参照。

刈高と、必要なシムの組み合わせとの関係は以
下のチャートにて確認してください図 22。

decal100-5622nc

図図図 22

7. キャスタスピンドルを前キャスタアームに押し込
む。

8. スピンドルシャフトにシムを取り付け当初の状態と
同じに、残りのスペーサも取り付ける。

9. テンショニングキャップを取り付けてアセンブリ
を固定する。

10. 刈高チェーンをカッティングユニット後部に固定し
ているヘアピンコッターとクレビスピンを取り外
す図 23。

g020968

図図図 23

1. 刈高チェーン 2. クレビスピンとヘアピンコッ
ター

11. ヘアピンコッターとクレビスピンを使って、希望す
る刈高穴に、刈高チェーンを取り付ける図 24。
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decal106-4251nc

図図図 24

注注注刈高25 mm、38 mm、また場合により 51 mm
で使用する時には、スキッドそりとゲージホイー
ルを一番高い穴にセットして使ってください。

両両両翼翼翼のののカカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトト
両サイドのカッティングユニットの刈高を調整するに
は、キャスタフォークのに同数のスペーサを追加また
は取り外し、キャスタホイールの軸を刈高穴上または
下にセットし、ピボットアームをブラケットの対応する
刈高穴に入れる。

1. 全部のキャスタホイールの軸をキャスタフォークの
同じ穴にセットどのキャスタフォークもで同じ高さ
の穴に統一する図 25と図 27。

2. スピンドルシャフトからテンショニングキャップを
外し、キャスタアームからスピンドルを抜き出す
図 25。

g008866

図図図 25

1. テンショニングキャップ 4. アクスル取り付け穴上穴

2. スペーサ 5. キャスタホイール

3. シム

3. 最初についていたように、スピンドルシャフトにシ
ムを 2 枚取り付ける。

注注注 これらのシムは、デッキ全体の左右の水平調
整に必要となる。希望の高さにするために必要な

数のスペーサ13 mmをシャフトにセットし、ワッ
シャをはめる下のチャートを参照。

刈高と、必要なシムの組み合わせとの関係は以
下のチャートにて確認してください図 26。

decal100-5622nc

図図図 26

4. キャスタスピンドルを前キャスタアームに押し込
む。

5. スピンドルシャフトにシムを取り付け当初の状態と
同じに、残りのスペーサも取り付ける。

6. キャスタピボットアームからヘアピンコッターとクレ
ビスピンを抜き取る図 27。

7. テンションロッドを回してピボットアームの上下位
置を調整し、刈り込みデッキのフレームの希望高
さブラケットに合わせる 図 27 と 図 28。

g004676

図図図 27

1. キャスタピボットのアーム 3. クレビスピンとヘアピンコッ
ター

2. アクスルの取り付け穴 4. テンションロッド
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decal100-5623nc

図図図 28

8. クレビスピンを取り付け、ヘアピンコッターで固
定する。

9. テンションロッドを左に回し指締めて調整位置
にテンションを掛ける。

スススキキキッッッドドドののの調調調整整整
刈高 64 mm 以上で使用する場合には、スキッドを下
位置に取り付け、それ以下の刈高で使用する場合に
は、上位置に取り付けます。

g033110

図図図 29

刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキのののロロローーーラララののの調調調
整整整
刈高 64 mm 以上にて使用する場合には、刈り込み
デッキのローラを下位置に取り付け、それ以下の刈高
で使用する場合には、上位置に取り付けます。

g033113

図図図 30

ブブブレレレーーードドドををを調調調整整整すすするるる
重重重要要要 複複複数数数のののブブブレレレーーードドドををを持持持つつつ機機機械械械でででははは、、、つつつのののブブブレレレーーードドド
ををを回回回転転転さささせせせるるるととと他他他ももも回回回転転転すすするるる場場場合合合がががああありりりままますすすかかかららら注注注意意意
しししてててくくくだだださささいいい。。。

カッティングユニットが適切に作動できるように、ウイ
ング側と中央のブレードとの間に 10-16 mm の隙間を
確保してください 図 31。
1. カッティングユニットを上昇させてブレードが見え

るようにし、中央デッキが落ちないようにブロッ
クする。

注注注 ウイングデッキは中央カッティングユニットに対
して平行となっている必要がある。

2. 中央のブレードとその隣のウイングブレードを手
で回してブレードの先端どうしを整列させる。刃先
と刃先との間の距離を測定する図 31。

注注注 10-16 mm 程度の距離があるのが適正であ
る。

g223264

図図図 31

1. 10-16 mm のすきま

3. 距離の調整が必要な場合は、カッティングユニッ
トの後ピボットリンクについている調整ボルトを
使用する 図 32。

4. 調整ボルトのジャムナットをゆるめる。

5. 調整ボルトで、すきまを 10-16 mm に調整して
ジャムナットを締める。

6. 同様の方法でカッティングユニットの反対側でも
作業を行う。
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g009439

図図図 32

1. 調整ボルト 2. ジャムナット

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトト間間間のののミミミススス
マママッッッチチチををを修修修正正正すすするるる
各ターフのコンディションは同じでなく、またトラクショ
ンユニットのカウンタバランスの設定も様々ですので、
本格作業を開始する前に試験刈りを行って、刈り上
がりを確認してください。

1. 全部の刈り込みデッキを同じ希望刈高に調整す
る; 刈り高の調整 (ページ 29)を参照。

2. マシンの前後のタイヤの空気圧を点検し、
1.72-2.07 bar 1.75-2.10 kg/cm2 = 25-30 psiに
調整する。

3. カッティングユニットのすべてのキャスタタイヤ
の空気圧を点検し、 3.45 bar3.5 kg/cm2 = 50
psiに調整する。

4. 油圧テストポートを使って、エンジンが高速アイ
ドル回転している状態でのcha-ji 圧力およびカウ
ンタバランス圧力を点検する。

注注注カウンタバランスを、 22.41 bar22.75 kg/cm2=
325 psiに調整する。

5. ブレードが曲がっていないか点検する ブレードの
変形を調べる (ページ 78)を参照。

6. テスト区域を刈って、全部のカッティングユニット
が同じ刈高で刈っているかどうかを見る。

7. さらにデッキの調整が必要な場合には、長さ 2
m 程度またはそれ以上長い直定規を使って、平
らな床面を探す。

8. ブレードの測定を容易にするために、刈高を
76-101 mm に上げる; 刈り高の調整 (ページ 29)
を参照。

9. カッティングユニットを平らな床に降ろし、カッティ
ングユニット上部からカバーを外す。

10. アイドラプーリを固定しているフランジナットをゆる
め、各デッキのベルトの張りをなくす。

中中中央央央カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトのののセセセッッットトトアアアッッップププ

注注注 テンショニングキャップの締め付けには、トロの工具
P/N 121-3874を使用するのが最も簡単です。

1. ブレードが前後方向を指すように回転させる。

2. 床面からブレードの刃先までの高さを測る。

3. 刈高がステッカー 図 33 と合わない場合には、シ
ム 3 mm を前キャスタフォークに取り付けて調整
する 刈り高の調整 (ページ 29)を参照。

g008866

図図図 33

1. テンショニングキャップ 4. アクスル取り付け穴上穴

2. スペーサ 5. キャスタホイール

3. シム

左左左右右右のののカカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトのののセセセッッットトト
アアアッッップププ
1. それぞれのスピンドルについているブレードを手

で回して前後方向に向ける。

2. 床面からブレードの切っ先までの高さを測る。

3. 刈高がステッカー と合わない場合には、シム
3 mm を前キャスタアームに取り付けて調整す
る図 34 。

注注注外側のブレードについては 刈り高の調整 (ペー
ジ 29)を参照。
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g011561

図図図 34

1. 前キャスタアーム 3. 前キャスタフォーク

2. シム

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトト間間間ののの刈刈刈高高高をををマママッッッ
チチチンンングググさささせせせるるる
1. 左右のカッティングユニットのそれぞれ一番外側

のブレードを、左右方向に向ける。

注注注 床面からブレードの刃先までの距離を左右で
測定し、値を比較する。2つの値の差が 3 mm
以内であれば適正とする。この時点ではまだ調
整を行わないこと。

2. 左右のカッティングユニットの内側のブレード、
およびこれに対応する前カッティングユニットのブ
レード両外側をそれぞれ左右方向に向ける。

注注注 各ブレードについて、床面から刃先までの距
離を左右で測定し、値を比較する。左右の刈り
込みデッキと前のカッティングユニットの測定値の
差が 3 mm 以内であれば適正とする。

注注注 カウンタバランスが掛かっている状態で、全部
のカッティングユニットのキャスタホイールが接地
していることが必要です。

注注注 上記の結果、前カッティングユニットと左右
カッティングユニットの刈高がマッチしていない
場合には、左左左右右右のののカカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトのののみみみででで
調調調整整整ををを行行行ううう。

3. 前カッティングユニットの外側ブレードの刈高に比
べて左右カッティングユニットの内側ブレードの刈
高が高すぎる場合には、その左右カッティング
ユニットの前内側キャスタアームの下側について
いるシムを枚抜き取る図 34。
注注注 各ブレードについて、床面から刃先までの距
離を左右でもう一度測定し、左右のカッティング
ユニットの外側ブレード同士、および左右のカッ
ティングユニットの内側ブレードと前カッティングユ
ニットの対応する外側ブレードの値を比較する。

4. 内側ブレードの刈高がまだ高すぎる場合には、そ
の左右カッティングユニットの前内側キャスタアー

ムの下側についているシムをもう枚抜き取り、さら
にそのカッティングユニットの前外側キャスタアー
ムの下側についているシムを枚抜き取るととと。

5. 前カッティングユニットの外側ブレードの刈高に比
べて左右カッティングユニットの内側ブレードの刈
高が低すぎる場合には、その左右カッティングユ
ニットの前内側キャスタアームの下側についてい
るシムを枚追加する。

注注注 各ブレードについて、床面から刃先までの距
離を左右でもう一度測定し、左右のカッティング
ユニットの外側ブレード同士、および左右のカッ
ティングユニットの内側ブレードと前カッティングユ
ニットの対応する外側ブレードの値を比較する。

6. 内側ブレードの刈高がまだ低すぎる場合には、
その左右カッティングユニットの前内側キャスタ
アームの内側 ととと にシムをもう枚追加し、さらにそ
のカッティングユニットの前外側キャスタアームの
下側にもシムを1枚追加する。

7. 前カッティングユニットと左右のカッティングユニッ
トの刈高のマッチングができたら、左右の刈り
込みデッキのピッチが 8-11 mm であることを再
度確認する。

注注注 必要に応じて調整する。

安安安全全全イイインンンタタタロロロッッックククスススイイイッッッチチチののの動動動
作作作ををを確確確認認認すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

本機には、電気系統にインタロックスイッチが組み込
まれています。運転席を離れるとトラクションユニット
または PTO を停止させます。PTO を解除し、駐車ブ
レーキを掛けてから運転席を離れた場合には、エンジ
ンは停止せずに回転しつづけます。

1. ゆっくりとした速度で、障害物のない広い場所に
移動する。カッティングユニットを下降させ、エン
ジンを停止させて、駐車ブレーキを掛ける。

2. 着席し、走行ペダルを踏み込む。エンジンを始
動させてみる。エンジンが始動しなければ正常。
エンジンが始動する場合はインタロックスイッチが
故障しているので、運転前に修理する。

3. 着席し、エンジンを始動し、PTO を作動させる。
着席して PTO を作動させたまま、運転席から立
ち上がる。直後に PTO が停止すれば正常。回
転する場合はインタロックスイッチが故障している
ので、運転前に修理する。

4. 着席し、駐車ブレーキを掛け、エンジンを始動さ
せる。走行ペダルをニュートラル位置から前進ま
たは後退に踏み込む。インフォセンターに「走
行が許可されません」と表示され、マシンが走
行を開始しなければ正常。走行できる場合はイ
ンタロックスイッチが故障しているので、運転前
に修理する。
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運運運転転転中中中ににに

運運運転転転中中中ののの安安安全全全確確確認認認

安安安全全全ににに関関関すすするるる一一一般般般的的的ななな注注注意意意
• オーナーやオペレータは自分自身や他の安全に責

任があり、オペレータやユーザーの注意によって物
損事故や人身事故を防止することができます。

• 作業にふさわしい服装をし、安全めがね、長ズボ
ン、頑丈で滑りにくい安全な靴、および聴覚保護
具を着用してください。長い髪は束ねてください。
ゆるい装飾品やだぶついた服は身に着けないで
ください。

• 疲れている時、病気の時、アルコールや薬物を摂
取した時は運転しないでください。

• この機械を運転する時は常に十分な注意を払ってく
ださい。運転中は運転操作に集中してください注意
散漫は事故の大きな原因となります。

• エンジンを掛ける前に、全部の駆動装置がニュート
ラルであること、駐車ブレーキが掛かっていることを
確認し、運転席に着席してください。

• 人を乗せないでください。また、作業中は周囲から
人、特に子供を十分に遠ざけてください。

• 運転は、穴や障害物を確認できる十分な照明の
もとで行ってください。

• ぬれた芝の刈り込みは避けてください。接地力が落
ちてスリップする危険が高くなります。

• 回転部に手足を近づけないよう注意してください。
排出口の近くに手足などを近づけないでください。

• バックするときには、足元と後方の安全に十分な
注意を払ってください。

• 見通しの悪い曲がり角や、茂み、立ち木などの障
害物の近くでは安全に十分注意してください。

• 刈り込み中以外は必ずブレードの回転を止めてお
いてください。

• 異物をはね飛ばしたときや機体に異常な振動を感じ
たときにはまずマシンを停止し、キーを抜き取り、
各部の動きが完全に止まってからよく点検してくだ
さい。異常を発見したら、作業を再開する前にす
べて修理してください。

• 旋回するときや道路や歩道を横切るときなどは、
減速し周囲に十分な注意を払ってください。常に道
を譲る心掛けを。

• 刈高を変更する時は、必ずカッティングユニットを停
止させ、エンジンを止め、キーを抜き取り、可動部
が完全に停止するまで待ってください運転席で刈高
を変更できる場合はこの限りでありません。

• エンジンは換気の十分確保された場所で運転してく
ださい。排気ガスには致死性ガスである一酸化炭
素が含まれています。

• マシンを作動させたままで絶対に機体から離れな
いでください。

• 運転席を離れる前に

– 平らな場所に駐車する。

– PTOの接続を解除し、アタッチメントを下降させ
る。

– 駐車ブレーキを掛ける。

– エンジンを止め、キーのある機種ではキーを
抜き取る。

– 全ての動きが停止するのを待つ。

• 機械の運転は十分な視界の確保ができる適切な
天候条件のもとで行ってください。落雷の危険があ
る時には運転しないでください。

• この機械を牽引用車両として使用しないでください。

• アクセサリ、アタッチメント、交換部品は、必ずトロ
の純正品をお使いください。

横横横転転転保保保護護護バババーーーROPSにににつつついいいてててののの安安安全全全
確確確認認認
• POPS 構成物は一切機体から外さないでください。

• 必ずシートベルトを着用し、緊急時にはシートベルト
を迅速に外せるよう練習しておいてください。

• 頭上の障害物に注意し、これらに衝突しないように
注意してください。

• ROPS自体に損傷がないか、また、取り付け金具が
ゆるんでいないか、定期的に十分に点検を行い、
万一の際に確実に役立つようにしておいてください。

• ROPSが破損した場合は新しいものに交換してくださ
い。修理したり改造しての使用はしないでください。

• ROPSは立てた状態にセットし、必ずシートベルト
と共にお使いください。

• ROPS横転保護バーはマシンと一体で使用する重
要な安全装置です。運転するときには必ずROPS
横転保護バーを運転位置に立て、シートベルトを
着用してください。

• どうしても必要なわずかの時間以外には ROPS を
降ろさないでください。。ROPS を下げた状態で乗
車する時にはシートベルトをしないでください。

• ROPS を折りたたんでしまうと、転倒時に安全保護
ができなくなることを十分認識してください。

• 作業場所を必ず事前に確認してください。法面、
段差、水などがある現場では、必ず ROPS を立
てて運転してください。

キキキャャャブブブ付付付きききモモモデデデルルル
• ROPS横転保護バーは効果の高い重要な安全装

置です。

• トロが取り付けたキャブは ROPS を兼ねています。

• 運転時には必ずシートベルトを着用してください。

斜斜斜面面面でででののの安安安全全全確確確保保保
• 斜面はスリップや転倒などを起こしやすく、これらは

重大な人身事故につながります。斜面での安全運
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転はオペレータの責任です。どんな斜面であって
も、通常以上に十分な注意が必要です。

• 斜面については、実地の測定を含めてオペレータ
自身が調査を行い、安全に作業ができるかどうか
を判断してください。この調査においては、常識を
十分に働かせてください。

• 以下に掲載している斜面での運転上の注意点やそ
の場合の天候条件および場所の条件などを良く
読み、作業日当日の現場のコンディションが作業
に適当かどうか判断してください。同じ斜面上で
あっても、地表面の条件が変われば運転条件が
変わります。

• 斜面での発進・停止・旋回は避けてください。急に
方向を変えたり急な加速やブレーキ操作をしない
でください。旋回は速度を落としてゆっくりと行って
ください。

• 走行、ステアリング、安定性などに疑問がある場合
には運転しないでください。

• 隠れた穴、わだち、盛り上がり、石などの見えな
い障害は、取り除く、目印を付けるなどして警戒
してください。深い芝生に隠れて障害物が見えな
いことがあります。不整地では機体が転倒する可
能性があります。

• ぬれ芝、急斜面など滑りやすい場所で運転すると
滑って制御できなくなる危険があります。駆動力を
失うと、スリップを起こしたりブレーキや舵取りがで
きなくなる恐れがあります。

• 段差、溝、盛り土、水などの近では安全に十二分
の注意を払ってください。万一車輪が段差や溝に
落ちたり、地面が崩れたりすると、機体が瞬時に
転倒し、非常に危険です。必ず安全距離を確保
してください。

• 斜面に入る前に、安全の判断をしてください。乗用
の刈り込み機械で斜面を刈り込むことに危険が感じ
られる場合は歩行型の機械をお使いください。

• 斜面では可能なかぎりカッティングユニットを地表
面まで下げておいてください。斜面上でカッティン
グユニットを上昇させると機体が不安定になる恐れ
があります。

• 集草装置などのアタッチメントを取り付けての作業
には十分な注意を払ってください。アタッチメントに
よってマシンの安定性が変わり、安全限界が変わ
る場合がありますからご注意ください。

エエエンンンジジジンンンののの始始始動動動手手手順順順
重重重要要要 以以以下下下のののうううちちちのののいいいずずずれれれかかかののの状状状態態態ががが発発発生生生すすするるるととと、、、燃燃燃
料料料系系系統統統ははは自自自動動動的的的にににエエエアアア抜抜抜きききををを行行行いいいままますすす

• 新車を初めて始動する時。

• 燃料切れでエンジンが停止した時

• 燃料系統の整備作業を行った時

1. 走行ペダルから足を外し、ペダルがニュ ートラル
位置にあることを確認する。さらに、駐車 ブレー
キが掛かっていることを確認する。

2. エンジン速度スイッチをローアイドル位置にセッ
トする。

3. キーを RUN 位置に回す。

注注注 グロープラグインジケータが点灯する。

4. グローランプが消えたら、キーをSTART位置に回
す。エンジンが始動したらすぐにキーから手を放
す。キーは RUN 位置に戻る。

重重重要要要 スススタタターーータタタモモモーーータタタのののオオオーーーバババーーーヒヒヒーーートトトををを防防防止止止すすす
るるるたたためめめ、、、スススタタターーータタタははは30秒秒秒間間間以以以上上上連連連続続続ででで回回回転転転さささせせせ
ななないいいでででくくくだだださささいいい。。。30秒秒秒以以以内内内にににエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動でででききき
なななかかかっっったたた場場場合合合にににははは、、、キキキーーーををを一一一度度度 OFF 位位位置置置ににに戻戻戻
ししし、、、各各各設設設定定定おおおよよよびびび始始始動動動手手手順順順ががが正正正しししいいいここことととををを確確確認認認
ののの上上上、、、30秒秒秒間間間ののの間間間隔隔隔をををあああけけけてててもももううう一一一度度度始始始動動動ををを
試試試みみみてててくくくだだださささいいい。。。

5. 中速でエンジンのウォームアップを行い負荷は
かけない、その後にスロットルコントロールを希
望位置にセットする。

重重重要要要 高高高負負負荷荷荷ででで運運運転転転しししたたた後後後ははは、、、エエエンンンジジジンンンををを停停停止止止さささせせせるるる
前前前ににに5 分分分間間間程程程度度度のののアアアイイイドドドリリリンンングググ時時時間間間をををとととっっってててくくくだだださささいいい。。。
こここれれれををを怠怠怠るるるとととタタターーーボボボチチチャャャーーージジジャャャにににトトトラララブブブルルルががが発発発生生生すすするるる場場場
合合合がががああありりりままますすす。。。

エエエンンンジジジンンンののの停停停止止止手手手順順順
重重重要要要 高高高負負負荷荷荷ででで運運運転転転しししたたた後後後ははは、、、エエエンンンジジジンンンををを停停停止止止さささせせせるるる前前前
ににに5 分分分間間間程程程度度度のののアアアイイイドドドリリリンンングググ時時時間間間をををとととっっってててくくくだだださささいいい。。。こここ
うううすすするるるここことととににによよよりりり、、、エエエンンンジジジンンン停停停止止止前前前にににタタターーーボボボチチチャャャーーージジジャャャ
ののの温温温度度度ををを下下下げげげるるるここことととがががででできききままますすす。。。こここれれれををを怠怠怠るるるとととタタターーーボボボ
チチチャャャーーージジジャャャにににトトトラララブブブルルルががが発発発生生生すすするるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。

注注注 駐車中は必ず、カッティングユニットを床面まで降
下させてください。これにより、油圧系統の負荷がなく
なり、各部やパーツの磨耗が少なくなるだけでなく、
カッティングユニットが不意に落下するなどの事故を防
ぐことができます。

1. スロットルコントロールを低速位置とする。

2. PTO スイッチをOFF 位置にする。

3. 駐車ブレーキを掛ける。

4. キーを OFF 位置に回す。

5. 事故防止のため、キーは抜き取っておく。

Smart Power®スススマママーーートトトパパパ
ワワワーーーにににつつついいいててて
Smart Power® 機能を使うと、大きな負荷がかかった
場合でもエンジンが停止してしまうことがありません。ス
マートパワーは、負荷の大きな刈り込み時に、刈り込
み速度を自動的に調整して刈り上がりを最適化するとと
もに立ち往生を防止します。刈り込み最高速度を決め
て刈り込みをするだけ。刈り込み負荷が大きくなった時
に手動で走行速度を下げる必要はありません。
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フフファァァンンンののの逆逆逆転転転機機機能能能
ファンの回転速度は、油圧オイルの温度とエンジン冷
却液の温度によって変わります。油圧オイルの温度や
エンジン冷却液の温度が所定の高さを超えると、数秒
間ファンが自動的に逆転します。これにより後部スク
リーンにたまっていた刈りかすを吹き飛ばして冷却機
能を回復させます。

インフォセンターの左右ボタンを同時に押すことにより、
手動でこの逆転を行うことも可能です。刈り込み作業終
了後に現場を離れる前や、管理棟の駐車場や格納庫に
入る前には、手動でファンの逆転をするとよいでしょう。

オオオーーートトトアアアイイイドドドルルルにににつつついいいててて
このマシンには、オートアイドル機能が搭載されてい
ます。以下に挙げる機能をどれも使用しないままで事
前設定時間が経過すると、エンジンを自動的にロー
アイドルに変更します。

• 走行ペダルがニュートラル位置にある。

• PTO が解除されている。

• 昇降スイッチがどれもOFF状態である。

以上のどれを行っても、終了後は以前のスロットル
設定に戻ります。

クククルルルーーーズズズコココンンントトトロロローーールルルののの使使使用用用
方方方法法法
クルーズコントロールスイッチは、ペダルを固定して希
望走行速度を維持します。スイッチ後部を押すとクルー
ズコントロール機能は解除され、スイッチ中央部はク
ルーズコントロールスイッチが ON になり、スイッチ前
部で希望する走行速度を設定します。

注注注 ブレーキペダル、または走行ペダルを後退側に 1
秒間踏み込むとクルーズコントロールは解除されます。

デデディィィーーーゼゼゼルルル微微微粒粒粒子子子フフフィィィルルルタタタ
DPFののの再再再生生生
DPFは排気系統の一部です。DPFには酸化促進触媒
が入っていて有害ガスを減少させ、すすフィルタが排気
に含まれているすすを取り除きます。

すすがたまってくると、DPF を高温にして再生を行いま
す。溜っているすすを高温によって燃焼させて灰にし、
すすフィルタの詰まりを取り除き、排気ガスが DPF を
通り抜けられるようにします。

すすの蓄積具合は、DPF のバック圧をコンピュータで
監視することによって行っています。バック圧が高くな
りすぎると、通常のエンジンの作動中にすすフィルタ
の中ですすを燃焼させることができなくなります。すす
を DPF にためないようにするには、以下のような注意
が必要です

• エンジンが作動している間は常に DPF のパッシブ
再生が行われていますので、エンジンは可能な限
りフルスロットルで使用して再生を促進するように
してください。

• DPF のバック圧が高すぎたり前回のリセット再生か
らの経過時間が 100 時間になるとリセット再生が行
われ、再生中はエンジンのコンピュータから「再生
中」のお知らせがインフォセンターに表示されます。

• リセット再生が終了するまで待ち、その後にエンジ
ンを停止するようにしてください。

つねに DPF のことを頭に入れて機械の操作や保守整
備を行ってください。通常は、ハイアイドルフルスロット
ルでエンジンを使用していれば、DPF の再生に十分な
排気温度が得られます。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンををを低低低速速速ででで回回回しししててていいいるるる時時時間間間ががが長長長いいいととと、、、すすすすすす
フフフィィィルルルタタタにににすすすすすすがががたたたまままりりりままますすす。。。アアアイイイドドドリリリンンングググややや低低低速速速回回回転転転
でででののの使使使用用用をををででできききるるるだだだけけけ短短短くくくしししままましししょょょううう。。。

DPF へへへのののすすすすすすののの蓄蓄蓄積積積
• マシンを使用するにつれて、DPF内部のすすフィル

タにすすが蓄積してきます。DPF 内のすすの蓄積
具合は、エンジンのコンピュータが監視しています。

• 蓄積量が一定レベルになると、DPF フィルタの再生
が必要であることをコンピュータが知らせてきます。

• DPF の再生とは、DPF を高温にして内部のすすを
燃焼させて灰にすることを言います。

• 再生メッセージを表示するとともに、コンピュータ
は、すすの蓄積レベルに合わせてエンジンの出
力を落とします。
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エエエンンンジジジンンン警警警告告告メメメッッッセセセーーージジジすすすすすすののの蓄蓄蓄積積積ににに関関関しししててて

表表表示示示レレレベベベルルル 不不不具具具合合合コココーーードドド エエエンンンジジジンンン出出出力力力レレレーーートトト 推推推奨奨奨ささされれれるるる対対対応応応

レベル 1エンジ
ン警告

g213866

図図図 35
Check Engine

SPN 3719, FMI 16

コンピュータはエンジンパ
ワーを 85に下げる

できるだけ早く停車再生を行
う 駐車再生やリカバリ再生の
実施 (ページ 44)を参照。

レベル 2エンジ
ン警告

g213867

図図図 36
エンジンを点検する
SPN 3719, FMI 0

コンピュータはエンジンパ
ワーを 50%に下げる

できるだけ早くリカバリー再生を
行う 駐車再生やリカバリ再生の

実施 (ページ 44)を参照。
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DPF へへへののの灰灰灰ののの蓄蓄蓄積積積
• 軽い灰は排気管から放出されますが、重い灰は

フィルタ内部に残ります。

• 灰は、再生の結果としてできるものです。よって、
機械の稼働時間が長くなるにつれ、放出されない
灰が蓄積してきます。

• DPF内のすすの蓄積量は、エンジンのコンピュータ
が計算しています。

• すすの蓄積量が所定量に達すると、エンジンのコン
ピュータからインフォセンターへ、エンジン不具合
情報が送信されます。

• この不具合警告は、DPF の整備が必要であること
を示しています。

• 警告などを表示するとともに、コンピュータは、灰
の蓄積レベルに合わせてエンジンの出力を落とし
ます。

イイインンンフフフォォォセセセンンンタタターーーのののアアアドドドバババイイイスススおおおよよよびびびエエエンンンジジジンンン警警警告告告メメメッッッセセセーーージジジ— Ash Accumulation
表表表示示示レレレベベベルルル 不不不具具具合合合コココーーードドド エエエンンンジジジンンン速速速度度度ををを落落落とととすすす エエエンンンジジジンンン出出出力力力レレレーーートトト 推推推奨奨奨ささされれれるるる対対対応応応

レベル 1エン
ジン警告

g213863

図図図 37
Check Engine

SPN 3720, FMI 16

なし
コンピュータはエンジン
パワーを 85に下げる

DPF の整備を行う ディー
ゼル酸化触媒DOCとす
すフィルタの整備 (ペー

ジ 61)を参照。

レベル 2エン
ジン警告

g213863

図図図 38
Check Engine

SPN 3720, FMI 16

なし
コンピュータはエンジン
パワーを 50%に下げる

DPF の整備を行う ディー
ゼル酸化触媒DOCとす
すフィルタの整備 (ペー

ジ 61)を参照。

レベル 3エン
ジン警告

g214715

図図図 39
Check Engine

SPN 3251, FMI 0

エンジン速度が MAX
トルク + 200rpm

コンピュータはエンジン
パワーを 50%に下げる

DPF の整備を行う ディー
ゼル酸化触媒DOCとす
すフィルタの整備 (ペー

ジ 61)を参照。

38
 



DPF ののの再再再生生生ののの種種種類類類

マママシシシンンンががが稼稼稼働働働中中中ににに実実実行行行ささされれれるるる DPF 再再再生生生ののの種種種類類類

再再再生生生ののの種種種類類類 DPF 再再再生生生ののの条条条件件件 DPF 再再再生生生動動動作作作ののの内内内容容容

• パッシブ再生はインフォセンターに表示されない。

• パッシブ再生中、DPF は高温の排気を利用して有
害な排気を酸化させ、すすを燃焼させて灰にする。

パパパッッッシシシブブブ マシンの通常運転中エンジン高速回転中または高負
荷回転中に行われる。

DPF のパッシブ再生 (ページ 41)を参照。

• アシスト再生はインフォセンターに表示されない。

• アシスト再生中は、エンジンのコンピュータがエン
ジンの設定を調整して排気温度を高める。

アアアシシシススストトト エンジンを低速運転した、低負荷で運転した、また
は DPF のバック圧が高いことをコンピュータが検知
することが原因で実行される。

DPF のアシスト再生 (ページ 42)を参照。

100 運転時間ごとに実行される

また、アシスト再生によってもすすの量を十分に減ら
すことができない時にも実行される。

インフォセンターに排気高温アイコン が表示
された場合には、再生が進行中。

• リセット再生中は、エンジンのコンピュータがエンジ
ンの設定を調整して排気温度を高める。

リリリセセセッッットトト

リセット再生 (ページ 41)を参照。

マママシシシンンンををを駐駐駐車車車さささせせせててて実実実行行行すすするるる必必必要要要のののあああるるる DPF 再再再生生生ののの種種種類類類

再再再生生生ののの種種種類類類 DPF 再再再生生生ののの条条条件件件 DPF 再再再生生生動動動作作作ののの内内内容容容

すすが蓄積した結果 DPF のバック圧が高くなったこ
とをコンピュータが検知すると実行される。

オペレータが駐車再生を実施した場合にも実効さ
れる。

インフォセンターに、リセットスタンバイ/駐車再生、

リカバリ再生アイコン またはアドバイス番号
188 が表示された場合には、再生実行が必要。

リセット再生を「しない」に設定してマシンの使用
を続けたために、すすの蓄積量がさらに増加する
と必要となる。

• リカバリ再生が必要にならないように、できるだ
け早く停車再生を行う。

不適切な燃料やエンジンオイルを使用した場合にも
必要になる。

• 駐車再生に要する時間は 30-60 分間。

• 燃料タンク内の燃料残量が ¼ 以上であることを
確認して行う。

• 駐車再生は、駐車して行うことが必要。

駐駐駐車車車再再再生生生

駐車再生とリカバリ再生 (ページ 42)を参照。

• インフォセンターに、リセットスタンバイ/駐車再生、

リカバリ再生アイコン またはアドバイス番号
190 が表示された場合には、リカバリ再生が必要。

• 駐車再生に要する時間は 3 時間。

• 燃料タンク内の燃料残量が ½ 以上であることを
確認して行う。

• この再生は、駐車して行うことが必要。

リリリカカカバババリリリ 駐車再生の警告を無視してマシンの使用を続けたた
めに、すすの蓄積量がさらに増加すると必要となる。

駐車再生とリカバリ再生 (ページ 42)を参照。
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DPF 再再再生生生メメメニニニュュューーーへへへのののアアアクククセセセススス

DPF 再再再生生生メメメニニニュュューーーへへへのののアアアクククセセセススス

1. 整備Serviceメニューから、中央ボタンで下へ
スクロールして DPF REGENERATIONメニューに
入る図 40。

g227667

図図図 40

2. 右側のボタンで DPF Regeneration再生に入る
図 40。

最最最後後後ののの再再再生生生かかからららののの経経経過過過時時時間間間

DPF Regeneration メニューから、中央ボタンで下へス
クロールして LAST REGENに入る図 41。

LAST REGEN で、最後の再生リセット、駐車、リカバ
リ後に何時間エンジンを使用したかを確認する。

g224693

図図図 41

テテテクククニニニカカカルルルメメメニニニュュューーー

重重重要要要 日日日常常常ののの刈刈刈りりり込込込みみみをををスススムムムーーーズズズににに進進進めめめるるるたたためめめににに、、、すすす
すすすののの蓄蓄蓄積積積ががが 100% ににになななるるる前前前ににに再再再生生生をををしししててておおおきききたたたいいい場場場
合合合がががあああるるるととと思思思わわわれれれままますすす。。。前前前回回回ののの再再再生生生リリリセセセッッットトト、、、駐駐駐車車車、、、
まままたたたはははリリリカカカバババリリリ終終終了了了かかかららら 50 運運運転転転時時時間間間以以以上上上ががが経経経過過過しししててて
いいいれれればばばこここれれれががが可可可能能能ででですすす。。。

これには、整備士Technicianメニューで現在までの
経過時間と現時点でのすすの蓄積レベルを確認を確
認します。

DPF Regeneration メニューで、中央ボタンを押して整
備士 TECHNICIAN オプションに移動し、右ボタンで中
に入る図 42。

g227348

図図図 42

• DPF 稼働記録表で、現在の DPF の状態を確認す
る図 43。

g227360

図図図 43

.

DPF 稼稼稼働働働記記記録録録表表表
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DPF 稼稼稼働働働記記記録録録表表表 (cont'd.)

状状状態態態 内内内容容容

Normal DPF は通常稼働状態パッシブ再生

Assist Regen エンジンコンピュータがアシスト再生を実
行中

再生禁止設定がON
になっている

Reset Stby

エンジンコンピュー
タがアシスト再生を
試みているが以下
の内のひとつが原
因で実行できない
状態

排気温度が低すぎ
て再生できない

Reset Regen エンジンコンピュータがリセット再生を実
行中

Parked Stby エンジンコンピュータからオペレータに対し
て駐車再生を要求中

Parked Regen オペレータから駐車再生の要求があり、
その処理中

Recov. Stby エンジンコンピュータからオペレータに対
してリカバリ再生を要求中

Recov. Regen オペレータからリカバリ再生の要求があ
り、その処理中

• すすの蓄積レベルDPFので表示される図 44を確認
するすす蓄積表を参照

注注注 すすの蓄積レベルは、マシンの稼働と DPF の
再生に伴って変動します。

g227359

図図図 44

すすすすすすののの蓄蓄蓄積積積レレレベベベルルル表表表

すすすすすすののの蓄蓄蓄積積積ににに関関関すすするるる重重重要要要ななな数数数
値値値

再再再生生生とととののの関関関連連連

0%-5% すすの蓄積は最低レベル

78% エンジンコンピュータがアシスト
再生を実行

100% エンジンコンピュータが自動的
に駐車再生を要求

122% エンジンコンピュータが自動的
にリカバリ再生を要求

DPF のののパパパッッッシシシブブブ再再再生生生
• パッシブ再生は、エンジンの通常運転の一部として

行われます。

• DPF 再生を促進させるために、エンジンは可能
な限りフルスロットルで、かつ高負荷で使用して
ください。

リリリセセセッッットトト再再再生生生

注注注意意意
DPF 再再再生生生中中中ののの排排排気気気ははは高高高温温温おおおよよよそそそ 600°Cににになななるるる。。。
高高高温温温ののの排排排気気気ははは人人人体体体ににに悪悪悪影影影響響響ををを及及及ぼぼぼすすす恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• 絶絶絶対対対ににに締締締めめめ切切切っっったたた場場場所所所でででエエエンンンジジジンンンををを運運運転転転しししななな
いいいこここととと。。。

• 排排排気気気系系系統統統ののの周周周囲囲囲ににに可可可燃燃燃物物物ををを放放放置置置しししななないいいこここととと。。。

• 高高高温温温ににになななっっっててていいいるるる排排排気気気系系系統統統各各各部部部ににに触触触れれれななないいいこここ
ととと。。。

• 排排排気気気管管管ののの近近近くくくににに立立立たたたななないいいこここととと。。。

g224417

図図図 45

• インフォセンターには、 排気高温アイコンが
表示されます 図 45。

• エンジンのコンピュータがエンジンの設定を調整して
排気温度を高めます。

重重重要要要 排排排気気気高高高温温温アアアイイイコココンンンがががががが表表表示示示ささされれれるるる時時時にににははは、、、マママ
シシシンンンかかからららののの排排排気気気ののの温温温度度度ががが通通通常常常よよよりりりももも高高高くくくなななりりりままますすす。。。

• DPF 再生を促進させるために、エンジンは可能
な限りフルスロットルで、かつ高負荷で使用して
ください。

• リセット再生中は、インフォセンターにアイコンが表
示されます。

• リセット再生中は、出来うる限りエンジンを止めたり
エンジンの速度を落としたりしないでください。
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重重重要要要 可可可能能能ななな限限限りりり、、、リリリセセセッッットトト再再再生生生ががが終終終了了了すすするるるまままででで
待待待ちちち、、、そそそののの後後後にににエエエンンンジジジンンンををを停停停止止止すすするるるよよようううにににしししてててくくくだだだ
さささいいい。。。

定定定期期期的的的リリリセセセッッットトト再再再生生生

過去 100 運転時間以内に、再生リセット、駐車、リカ
バリが終了できなかった場合、エンジンコンピュータは
リセット再生を試みます。

再再再生生生禁禁禁止止止ののの設設設定定定

リリリセセセッッットトト再再再生生生のののみみみ

注注注 リセット再生が必要な状態になったのに、リセット
再生を「しない」に設定した状態になっている場合、
15 分ごとにインフォセンター上にADVISORY #185 が表
示されます図 46。

g224692

図図図 46

リセット再生では、エンジンからの排気温度が高くなりま
す。立ち木の周囲、背の高い草地、植込みの内部な
ど、排気が高温になると問題が発生しやすい場所を刈り
込む時には再生禁止設定を行っておくことができます。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンををを一一一度度度停停停止止止すすするるるととと、、、エエエンンンジジジンンン再再再起起起動動動時時時ににに
ははは、、、再再再生生生禁禁禁止止止設設設定定定ははは解解解除除除ささされれれててて OFF ににになななりりりままますすす。。。

1. DPF Regeneration メニューで、中央ボタンを押し
て再生禁止 INHIBIT REGEN オプションに移動し、
右ボタンで中に入る図 47。

g227304

図図図 47

2. 右ボタンを使って、設定をを、ON から OFF図
47または OFF から ON に変える図 48。

g224691

図図図 48

DPF のののアアアシシシススストトト再再再生生生

• エンジンのコンピュータがエンジンの設定を調整して
排気温度を高めます。

• DPF 再生を促進させるために、エンジンは可能
な限りフルスロットルで、かつ高負荷で使用して
ください。

駐駐駐車車車再再再生生生とととリリリカカカバババリリリ再再再生生生
• 駐車再生やリカバリ再生が必要になると、インフォ

センターに再生要求アイコン図 49が表示されます。

g224404

図図図 49

• 駐車再生やリカバリ再生は自動的には実行されま
せんので、インフォセンターを操作して手動で行う
必要があります。

駐駐駐車車車再再再生生生のののメメメッッッセセセーーージジジ

駐車再生が必要になると、インフォセンターに以下の
メッセージが表示されます。

• エンジン警告 SPN 3720, FMI 16図 50

g213863

図図図 50

• 駐車再生が必要です アドバイス番号188図 51
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注注注 このアドバイス188は 15 分毎に繰り返し表示
されます。

g224397

図図図 51

• 時間以内に駐車再生を行わないと、インフォセン
ターに駐車再生要求が表示され、PTO が無効化さ
れ、アドバイス NO.189 が表示されます図 52。

g224398

図図図 52

重重重要要要 PTO ををを使使使用用用すすするるるにににははは、、、駐駐駐車車車再再再生生生ををを行行行ううう必必必要要要
がががああありりりままますすす 駐駐駐車車車再再再生生生やややリリリカカカバババリリリ再再再生生生ののの準準準備備備 (ペペペーーー
ジジジ 43)ととと 駐駐駐車車車再再再生生生やややリリリカカカバババリリリ再再再生生生ののの実実実施施施 (ペペペーーージジジ
44)ををを参参参照照照。。。

注注注 ホーム画面に PTO 無効アイコンが表示されま
す図 53。

g224415

図図図 53

リリリカカカバババリリリ再再再生生生のののメメメッッッセセセーーージジジ

リカバリ再生が必要になると、エンジンコンピュータから
インフォセンターに以下のメッセージが表示されます

• エンジン警告 SPN 3719, FMI 0図 54

g213867

図図図 54

• リカバリ再生が必要ですPTO が無効化されました
アドバイス番号 190図 55

g224399

図図図 55

重重重要要要 PTO ををを使使使用用用すすするるるにににははは、、、リリリカカカバババリリリ再再再生生生ををを行行行ううう必必必要要要ががが
ああありりりままますすす 駐駐駐車車車再再再生生生やややリリリカカカバババリリリ再再再生生生ののの準準準備備備 (ペペペーーージジジ 43)ととと
駐駐駐車車車再再再生生生やややリリリカカカバババリリリ再再再生生生ののの実実実施施施 (ペペペーーージジジ 44)ををを参参参照照照。。。

注注注 ホーム画面に PTO 無効アイコンが表示されます図
53 駐車再生のメッセージ (ページ 42)を参照。

DPF 稼稼稼働働働記記記録録録表表表がががロロロッッックククささされれれるるる場場場合合合

• エンジンコンピュータがリカバリ再生を要求してい
る、またはリカバリ再生の処理中である時には、駐
車再生 PARKED REGEN を選択することはできませ
ん。駐車再生はロックされ、施錠アイコン図 56がイ
ンフォセンターの右下に表示されます。

g224625

図図図 56

• エンジンコンピュータがリカバリ再生を要求してい
いないのに、リカバリ再生 RECOVERY を選択する
ことはできません。リカバリ再生はロックされ、施
錠アイコン図 57がインフォセンターの右下に表示
されます。

g224628

図図図 57

駐駐駐車車車再再再生生生やややリリリカカカバババリリリ再再再生生生ののの準準準備備備

1. 再生に必要な量の燃料が燃料タンクにあること
を確認する
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• 駐駐駐車車車再再再生生生燃料タンク内の燃料残量が 1/4以上
であることを確認する。

• リリリカカカバババリリリ再再再生生生燃料タンク内の燃料残量が 1/2
以上であることを確認する。

2. 車両を屋外の、可燃物から離れた場所に移動
させる。

3. 平らな場所に駐車する。

4. 走行コントロールや走行コントロールレバーが
ニュートラル位置にあることを確認する。

5. PTO が作動していた場合は PTO を停止させ、
カッティングユニットやアクセサリを下降させる。

6. 駐車ブレーキを掛ける。

7. スロットルを低速アイドル位置にセットする。

駐駐駐車車車再再再生生生やややリリリカカカバババリリリ再再再生生生ののの実実実施施施

注注注意意意
DPF 再再再生生生中中中ののの排排排気気気ははは高高高温温温おおおよよよそそそ 600°Cににになななるるる。。。
高高高温温温ののの排排排気気気ははは人人人体体体ににに悪悪悪影影影響響響ををを及及及ぼぼぼすすす恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• 絶絶絶対対対ににに締締締めめめ切切切っっったたた場場場所所所でででエエエンンンジジジンンンををを運運運転転転しししななな
いいいこここととと。。。

• 排排排気気気系系系統統統ののの周周周囲囲囲ににに可可可燃燃燃物物物ををを放放放置置置しししななないいいこここととと。。。

• 高高高温温温ににになななっっっててていいいるるる排排排気気気系系系統統統各各各部部部ににに触触触れれれななないいいこここ
ととと。。。

• 排排排気気気管管管ののの近近近くくくににに立立立たたたななないいいこここととと。。。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンののの速速速度度度設設設定定定ををを上上上げげげたたたりりり、、、駐駐駐車車車ブブブレレレーーーキキキををを
解解解除除除しししたたたりりりすすするるるととと、、、DPF 再再再生生生はははキキキャャャンンンセセセルルルささされれれままますすす。。。

1. DPF Regeneration メニューで、中央ボタンを押
して駐車再生開始 PARKED REGEN START また
はリカバリ再生開始RECOVERY REGEN START オ
プションに移動し図 58、右ボタンで再生を開始
する図 58。

g224402

g224629

図図図 58

2. 燃料レベル確認 VERIFY FUEL LEVEL 画面で、燃
料タンクの残量が ¼ 以上駐車再生の場合また
は ½ 以上リカバリ再生の場合あることを確認
し、燃料残量に問題がなければ右ボタンで続行
する図 59。

g224414

g227678

図図図 59
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3. チェックリストDPF checklist画面で、駐車ブレー
キが掛かっていること、エンジン速度が低速アイ
ドルセットされていることを確認する図 60。

g224407

g227679

図図図 60

4. 再生開始 INITIATE DPF REGEN 画面で、右ボタ
ンを長押して続行する図 61。

g224626

g224630

図図図 61

5. インフォセンターの画面に、再生開始中INITIATING
DPF REGENと表示される図 62。

g224411

g227681

図図図 62

6. インフォセンターの画面には、終了までの時間を
表すメッセージが表示される図 63。

g224406

g224406

図図図 63

7. エンジンコンピュータがエンジンの状態と不具合情
報をチェックする。インフォセンターに、以下の表
にあるようなメッセージが表示される場合がある

メメメッッッセセセーーージジジののの確確確認認認ととと修修修正正正操操操作作作ののの一一一覧覧覧表表表

修修修正正正操操操作作作再生メニューを中止し、マシンを通常通りに運転する。
前回の再生から 50 運転時間以上経過すれば再生が実施可
能 最後の再生からの経過時間 (ページ 40)を参照。

修修修正正正操操操作作作エンジンの不具合を修正してから DPF 再生を行う。
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メメメッッッセセセーーージジジののの確確確認認認ととと修修修正正正操操操作作作ののの一一一覧覧覧表表表 (cont'd.)

修修修正正正操操操作作作エンジンを始動する。

修修修正正正操操操作作作冷却液の温度が 60°C (140°F) になるまでエンジン
を運転する。

修修修正正正操操操作作作エンジンをローアイドル速度にする。

修修修正正正操操操作作作エンジンコンピュータの不具合を修正してから DPF
再生を行う。

8. インフォセンターはホーム画面となり、再生実
施中は画面右下に再生実施中アイコン図 64が
表示される。

g224403

図図図 64

注注注 DPF 再生中は、インフォセンターに高温排気

アイコン が表示されます。

9. 駐車再生やリカバリ再生が終了すると、インフォ
センターにアトバイスNO. 183 が表示される図
65。左ボタンを押してホーム画面に戻る。

g224392

図図図 65

注注注 再生に失敗した場合は、インフォセンターに
アドバイス No. 184図 65が表示される。左ボタ
ンを押してホーム画面に戻る。

g224393

図図図 66

駐駐駐車車車再再再生生生やややリリリカカカバババリリリ再再再生生生をををキキキャャャンンンセセセルルルすすするるるにににははは

駐車再生やリカバリ再生をキャンセルするには、キャ
ンセル設定を行います。

1. DPF 再生メニューにアクセスする図 67。
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g227305

図図図 67

2. 中央ボタンを押して下へスクロールし、駐車再生
キャンセル PARKED REGEN CANCEL (図 67) ま
たはリカバリ再生キャンセル RECOVERY REGEN
CANCEL を選ぶ図 68。

g227306

図図図 68

3. 右ボタンを押すと再生キャンセルにRegen
Cancelに入る図 67または図 68。

エエエンンンジジジンンン速速速度度度スススイイイッッッチチチののの使使使いいい方方方
エンジン速度スイッチは、2つのエンジン速度モードを
切り換えます。スイッチを軽くたたくと、エンジン速度を
100rpmずつ増加または減少させることができます。ス
イッチの端を押し下げてそのまま保持すると、エンジ
ン速度は自動的にハイアイドルまたはローアイドルに
なります。

芝芝芝刈刈刈りりり速速速度度度ののの調調調整整整
管管管理理理者者者設設設定定定項項項目目目保保保護護護メメメニニニュュューーー

管理責任者が、刈り込み時の最高速度ローレンジを制
限することが可能になっています5%刻みで 30%-100%
から選択。

この設定方法については、 芝刈り速度の調整 (ページ
47)をご覧ください。

オオオペペペレレレーーータタタ

管理責任者が事前に設定した範囲内で、オペレータが
刈り込みの最高速度ローレンジを設定することができま
す。インフォセンターの初期画面またはメイン画面に

て、中央ボタン アイコンを押して調整します。

注注注 ローレンジとハイレンジの切り換えを行っても、新し
い設定は記憶されません。新しい設定は、マシンを停
止したときに記憶されます。

注注注 この機能は、クルーズコントロールと共に使用す
ることができます。

移移移動動動走走走行行行速速速度度度ののの調調調整整整
管管管理理理者者者設設設定定定項項項目目目保保保護護護メメメニニニュュューーー

管理責任者が、移動時時の最高速度ハイレンジを制限
することが可能になっています5% 刻みで 30%-100%
から選択。

移動走行速度の設定方法については、 移動走行速度
の調整 (ページ 47)をご覧ください。

オオオペペペレレレーーータタタ

管理責任者が事前に設定した範囲内で、オペレータは
移動走行の最高速度ハイレンジを設定することができ
ます。インフォセンターの初期画面またはメイン画面に

て、中央ボタン アイコンを押して調整します。

注注注 ローレンジとハイレンジの切り換えを行っても、新し
い設定は記憶されません。新しい設定は、マシンを停
止したときに記憶されます。

注注注 クルーズコントロールと併用することができます。

マママシシシンンンののの運運運転転転特特特性性性ををを理理理解解解すすするるる
この芝刈機はHSTハイドロスタティックトランスミッショ
ンを採用しており、一般の芝管理用機械とは異なった
特性をもっています。よく練習してから運転してくださ
い。運転に当たって理解しておくべきことトラクションユ
ニットとカッティングユニットやその他のアタッチメントと
はトランスミッションによって相互に連動しており、エン
ジン速度や刈り込みブレードその他のインプレメントに掛
かる負荷の大きさがマシンの動作に影響を与えます。

トロのスマートパワーSmart Power™ 機能を使うと、大
きな負荷がかかった場合でもエンジン音回転速度に気を
使う必要がありません。スマートパワーは、負荷の大き
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な刈り込み時に、刈り込み速度を自動的に調整して刈
り上がりを最適化するとともに立ち往生を防止します。

マシンを旋回させる時にブレーキをうまく利用してくださ
い。ただし、芝生の上でのブレーキの使用には注意が
必要です。ターフが柔らかいとターフが引きちぎられる
恐れがあります。ブレーキは斜面での運転にも応用で
きます。例えば、斜面を横断中に山側の車輪がスリッ
プして地面に走行力を伝えられなくなる場合がありま
す。このような場合には、山側のブレーキをゆっくり、
スリップが止まる所まで踏み込んでやると、谷側の走
行力が増加し、安定した走行ができるようになります。

走行アシストは全自動ですので、オペレータからの入
力操作は全く必要ありません。車輪がスリップを始める
と、それを解消するように油圧の流れ前後の車輪へ
の分配が自動的に調整されます。

斜面の通行には最大の注意を払ってください。ROPS
が立ててあること、運転席の固定ラッチが確実に掛
かっていることを確認し、必ずシートベルトを着用してく
ださい。また、転倒事故を防止するために、速度の
出しすぎや急旋回に十分注意してください。そして、
下り坂では、機体を安定させるためにカッティングユ
ニットを下げてください。

エンジンを停止させる前にすべてのコントロールを解
除し、スロットルを低速位置に戻してください。スロット
ルを低速位置に下げればエンジン回転が下がり、運
転音も振動も小さくなります。その後にキーをOFFにし
てエンジンを停止させてください。

移動走行を開始する際には、刈り込みデッキを上昇さ
せ、走行用ラッチを掛けてください図 69。

g028769

図図図 69

1. 走行用ラッチウイングカッティングユニット

ヒヒヒンンントトト

運運運転転転操操操作作作
• エンジンを始動し、ハーフアイドル位置でウォーム

アップします。エンジンが温まったらエンジン速度ス

イッチを高速アイドルに設定し、カッティングユニット
を上昇させ、駐車ブレーキを解除し、移動走行モー
ドにセットし、静かに前進ペダルを踏み込んで、安
全な広い場所に移動してください。

• まず、前進、後退、停止を練習します。走行ペダ
ルから足を離せばペダルは自動的にニュートラル位
置に戻って停止しますし、後退ペダルを踏み込ん
でも停止します。

注注注 下り坂を走行中に停止する場合は、後退ペダル
を利用するほうがよいでしょう。

• 障害物の周囲をカッティングユニットを下げた状態、
上げた状態のどちらでも上手に旋回できるように練
習してください。狭い場所を通り抜ける時、マシン
やカッティングユニットをぶつけて損傷しないよう
十分注意してください。

• ラフでは低速で走行してください。

• 前方に障害物がある場合は、カッティングユニット
を上昇させて障害物の周囲を刈り込んでください。

• 現場から現場へ移動する時には、カッティングユ
ニットを一番高い位置まで上昇させ、PTOを解除
し、刈り込み・移動走行切り替えスイッチを移動走
行位置にし、スロットルを高速にセットします。

刈刈刈りりり込込込みみみパパパタタターーーンンンををを変変変えええるるる
同じ方向からの刈り込みを続けていると芝草が寝てしま
い、刈ったあとの見映えが悪くなります。刈り込みの方
向はできるだけ毎回変えるようにしましょう。

カカカウウウンンンタタタバババララランンンスススにににつつついいいててて
カウンタバランスシステムにより、刈り込みデッキの油
圧昇降シリンダからデッキへバック圧を掛けています。
これにより刈り込みデッキの重量が駆動輪にかかるよう
になって、走行性能がアップします。カウンタバランス
の圧力設定は製造工場で行われており、通常はこのま
まで大抵の刈り込み条件において、走行性能と刈り上
がりが最も適切にバランスするようになっています。

カウンタバランスの設定を下げると、カッティングユニッ
トを安定させ、走行性をやや落とします。設定を上げる
と、走行性がアップしますが、デッキが軽くなることが原
因で刈り跡の見映えに問題が出てくる場合が考えられま
す。カウンタバランスの油圧調整設定についてより詳し
くは、マシンのサービスマニュアルを参照してください。

刈刈刈りりり込込込みみみ後後後ののの見見見映映映えええののの問問問題題題ををを解解解決決決すすす
るるるにににははは
見映えのトラブルシューティングガイドAftercut
Appearance Troubleshooting Guideを参照してくださ
いwww.Toro.com

適適適切切切ななな刈刈刈りりり込込込みみみテテテクククニニニッッックククををを使使使ううう
• ブレードを回転させてからゆっくりと芝刈り場所に

入ります。
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• 真っ直ぐに刈りたいきれいなストライプを作りたい
ときなど場合は、樹木などを目印にして走行して
ください。

• 前方のカッティングユニットが芝刈りエリアの境界に
ついたら、「雨だれ型」のターンを行うと、早く旋
回でき、しかもラインを揃えやすくなります。

• カッティングユニットにボルト固定するマルチング
バッフルが発売されています。マルチングバッフル
は、定期的に刈り込みを行っているターフで最も威
力を発揮します。一回の刈り取り長さが25 mmを超
えないようにするのがきれいに仕上げるコツです。
刈り取り長さが大きくなりすぎると刈り上がりの見た
目が汚くなり、刈り込みに必要なパワーも増えてし
まいます。マルチングバッフルは、秋に落ち葉を粉
砕処理する作業にも大変適しています。

条条条件件件ににに合合合っっったたた適適適切切切ななな刈刈刈りりり高高高ををを選選選択択択すすするるる

一度に切り取る長さは 25 mm 以内に抑えましょう。草
丈の1/3 以上は刈り取らないのが原則です。成長期の
密生している芝生では刈り高設定をさらに一目盛り上
げる必要があるかもしれません。

鋭鋭鋭利利利なななブブブレレレーーードドドででで刈刈刈りりり込込込むむむ

刃先が鋭利であれば、芝草の切り口もきれいです。そ
のような切り口は茶色に変色し、芝草の成長に悪影響
を与えるだけでなく、病害の発生なども助長します。ブ
レードが適切な状態であり、セールの形状が完全であ
ることを確認してください。

刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキののの状状状態態態ののの点点点検検検

デッキのチェンバブレードのある空間を良いコンディショ
ンに維持してください。チェンバの変形は修正して、ブ
レードの先端とチェンバとの間に適切なすき間を確保
してください。

刈刈刈りりり込込込みみみ終終終了了了後後後ののの整整整備備備

刈り込み作業が終わったら、ノズルを付けないホース
で機体を十分に水洗いしてくださいシール部やベアリン
グへの浸水を防止するため。ラジエターおよびオイル
クーラに刈りかすやごみが付着していたらきれいに取り
除いてください。洗車が終わったら、トラクションユニッ
トおよびカッティングユニット各部およびブレードの磨耗・
損傷などの点検を行ってください。

エエエアアアコココンンンののの性性性能能能ををを最最最大大大ににに引引引ききき出出出すすすにににははは
• 直射日光による温度上昇を避けるために、駐車する

ときは日陰を選ぶか、ドアを開放しておきましょう。

• 夏交換機のフィンをいつもきれいにしておきましょう。

• エアコンのブロアは中程度の速度設定で使いま
しょう。

• 屋根部やヘッドライナーのシールが破損していな
いか点検しましょう。必要に応じてシールの修復
を行ってください。

• ヘッドライナーの前側中央のベントの正面で温度
を測定してみましょう。

注注注 通常は室温が 10°C未満で安定するはずです。

• 詳細についてはサービスマニュアルを参照のこと。

運運運転転転終終終了了了後後後ににに

安安安全全全ににに関関関すすするるる一一一般般般的的的ななな注注注意意意
• 運転席を離れる場合はエンジンを止め、キーが付

いている機種ではキーを抜き取り、機械の動きが
完全に停止したことを確認してください。調整、整
備、格納は機体が十分冷えてから行ってください。

• 火災防止のため、カッティングユニット、マフラー、
エンジンの周囲に、草や木の葉、ホコリなどが溜
まらないようご注意ください。オイルや燃料がこぼ
れた場合はふき取ってください。

• カッティングユニットを上昇位置にして機械から離れ
る場合、ロック装置がある場合には、必ずユニッ
トをロックしてください。

• 閉めきった場所に本機を保管する場合は、エンジン
が十分冷えていることを確認してください。

• 格納保管中やトレーラでの輸送中は、燃料バルブ
装着車ではバルブを閉じておいてください。

• ガス湯沸かし器のパイロット火やストーブなど裸火
や火花を発するものがある近くでは、絶対に機械や
燃料容器を保管格納しないでください。

• 必要に応じてシートベルトの清掃と整備を行って
ください。

緊緊緊急急急時時時ののの牽牽牽引引引移移移動動動
緊急時には、油圧ポンプについているバイパスバルブ
を開いて本機を前進方向に牽引または押して移動す
ることができます。

重重重要要要 牽牽牽引引引まままたたたははは押押押しししててて移移移動動動すすするるる時時時ののの速速速度度度ははは、、、3-4.8
km/h 未未未満満満とととしししてててくくくだだださささいいい。。。こここれれれ以以以上上上ののの速速速度度度でででははは内内内部部部トトト
ララランンンスススミミミッッッシシショョョンンンををを破破破損損損さささせせせるるる恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

本本本機機機ををを押押押しししててて或或或いいいははは引引引いいいててて移移移動動動さささせせせるるる場場場合合合にににははは、、、必必必ずずず
バババイイイパパパスススバババルルルブブブををを開開開くくく必必必要要要がががああありりりままますすす。。。

1. 運転席を倒して燃料タンク前部の下にあるバイ
パスバルブを見つける図 70。
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図図図 70

1. バイパスバルブ2個

2. 各バルブを左に 3回転させるとバルブが開いてオ
イルが内部でバイパスされるようになる。

注注注 3回転以上は回さないこと。これにより、トラ
ンスミッ ションを破損することなく機械を押して移
動できる ようになる。

3. 牽引移動を開始する。

4. 緊急移動が終了したらバイパスバルブを閉じる。
バルブを 70 N-m (7.2 kg.m=52 ft-lbにトルク締
めする。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンををを掛掛掛けけけるるる前前前ににに、、、必必必ずずずバババイイイパパパスススバババルルル
ブブブががが閉閉閉じじじててていいいるるるここことととををを確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。バババイイイパパパススス
バババルルルブブブををを開開開いいいたたたままままままでででエエエンンンジジジンンンををを回回回転転転さささせせせるるるとととトトトラララ
ンンンスススミミミッッッシシショョョンンンがががオオオーーーバババーーーヒヒヒーーートトトしししままますすす。。。

重重重要要要 機機機械械械ををを後後後ろろろににに押押押しししててて移移移動動動さささせせせるるる場場場合合合にににははは、、、4輪輪輪
駆駆駆動動動マママニニニホホホルルルドドドのののチチチェェェッッックククバババルルルブブブもももバババイイイパパパスススさささせせせるるる必必必
要要要がががああありりりままますすす。。。

チチチェェェッッックククバババルルルブブブをををバババイイイパパパスススすすするるるにににははは、、、ホホホーーースススアアアセセセンンンブブブリリリ
ををを、、、ハハハイイイドドドロロロスススタタタッッットトトにににつつついいいててていいいるるる後後後退退退油油油圧圧圧テテテススストトトポポポーーートトト
ととと、、、前前前タタタイイイヤヤヤ後後後ろろろにににあああるるる後後後部部部走走走行行行マママニニニホホホルルルドドドにににつつついいいててていいい
るるるポポポーーートトト M8 ととと P2 ののの間間間にににあああるるるポポポーーートトトとととににに接接接続続続てててくくくだだださささ
いいい。。。ホホホーーースススアアアセセセンンンブブブリリリははは、、、ホホホーーースススP/N 95-88431本本本、、、
カカカッッップププラララフフフィィィッッッテテティィィンンングググP/N 95-09852 個個個、、、油油油圧圧圧フフフィィィッッッテテティィィ
ンンングググP/N 340-77ののの組組組みみみ立立立ててて品品品ででですすす。。。

ジジジャャャッッッキキキアアアッッップププポポポイイインンントトト

危危危険険険
ジジジャャャッッッキキキ油油油圧圧圧ジジジャャャッッッキキキ、、、機機機械械械式式式ジジジャャャッッッキキキががが外外外れれれたたたりりり
破破破損損損しししたたたりりりすすするるるととと重重重大大大ななな事事事故故故とととなななるるる。。。

• マママシシシンンンをををジジジャャャッッッキキキアアアッッップププしししたたたららら、、、必必必ずずずジジジャャャッッッキキキススス
タタタンンンドドドででで支支支えええるるるこここととと。。。

• 油油油圧圧圧ジジジャャャッッッキキキだだだけけけででで支支支えええてててはははななならららななないいい。。。

機体前部と後部にジャッキアップポイントがあります。

• 機体の前側は、各前輪の内側。

• 後部は後アクスルの中央部。

トトトレレレーーーラララへへへののの積積積みみみ込込込みみみ
• 格納保管中やトレーラでの輸送中は、燃料バルブ

装着車ではバルブを閉じておいてください。

• トレーラやトラックに芝刈り機を積み降ろすときには
安全に十分注意してください。

• 積み込みには、機体と同じ幅のある歩み板を使用
してください。

• 車体が落下しないように確実に固定してください。

ロロローーープププ掛掛掛けけけのののポポポイイインンントトト
機体前部と側部と後部とにロープ掛けポイントがあり
ます図 71。

注注注 国家規格などに適合しているベルトなどで機体の四
隅を固定するようにしてください。。

• 機体前部運転台の前ヶ所

• 後バンパー

g203193

図図図 71

1. 機体後部のロープ掛けポ
イント

2. 車両前部のロープ掛けポ
イント
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保保保守守守
注注注 前後左右は運転位置からみた方向です。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備ににに関関関しししてててののの詳詳詳細細細ははは、、、付付付属属属のののエエエンンン
ジジジンンンマママニニニュュュアアアルルルををを参参参照照照しししてててくくくだだださささいいい。。。

注注注 www.Toro.com から、この機械に関する配線図と油
圧回路図をダウンロードすることができます。弊社ホー
ムページからマニュアルへのリンクをご活用ください。

保保保守守守作作作業業業時時時ののの安安安全全全確確確保保保
• 運転席を離れる前に

– 平らな場所に駐車する。

– PTOの接続を解除し、アタッチメントを下降させ
る。

– 駐車ブレーキを掛ける。

– エンジンを止め、キーのある機種ではキーを
抜き取る。

– 全ての動きが停止するのを待つ。

• 保守作業は、各部が十分冷えてから行う。

• カッティングユニットを上昇位置にして機械から離れ
る場合、ロック装置がある場合には、必ずユニッ
トをロックしてください。

• 可能な限り、エンジンを回転させながらの整備はし
ないでください。可動部に近づかないでください。

• 機体の下で作業する場合には、必ずジャッキスタン
ドで機体を確実に支えてください。

• 機器類を取り外すとき、スプリングなどの力が掛
かっている場合がある。

• 各部品が良好な状態にあること、ボルトナット類、
特にブレード取り付け用のボルト類に問題がないか
常に点検してください。

• 読めなくなったステッカーは貼り替えてください。

• 機械の性能を完全に引き出し、かつ安全にお使い
いただくために、交換部品は純正品をお使いくだ
さい。他社の部品を御使用になると危険な場合が
あり、製品保証を受けられなくなる場合がありま
すのでおやめください。

推推推奨奨奨ささされれれるるる定定定期期期整整整備備備作作作業業業
整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

使用開始後最初の 1 時間 • ホイールナットのトルク締めを行う。

使用開始後最初の 10 時間

• ホイールナットのトルク締めを行う。
• ブロアのベルトの張りを点検する。
• コンプレッサベルトの張りを点検する。
• ブレード駆動ベルトの張りを点検する。

使用開始後最初の 50 時間 • 前側のプラネタリギアのオイルを交換する。

使用開始後最初の 200 時間 • 後アクスルのオイルを交換する。

使用するごとまたは毎日

• タイヤ空気圧を点検する。
• 安全インタロックスイッチの動作を確認する。
• エンジンオイルの量を点検する。
• エアクリーナのインジケータを点検する。
• 水セパレータから水や異物を流し出す。
• 冷却液の量
• 油圧オイルの量を点検する。
• エンジンルーム、およびラジエターやオイルクーラの周囲にたまっているごみを取り除く。
• インタロックスイッチの動作を点検する。
• 機体の清掃。

25運転時間ごと • バッテリー液の量を点検する （機体を格納保管する場合は30日ごとに）。

50運転時間ごと

• ベアリングとブッシュのグリスアップを行う。
• エアクリーナを点検する。
• バッテリーの状態の点検。
• ブレード駆動ベルトの張りを点検する。

100運転時間ごと
• 冷却系統のホースとクランプを点検する。
• ブロアのベルトの張りを点検する。
• コンプレッサベルトの張りを点検する。

200運転時間ごと • ホイールナットのトルク締めを行う。
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整整整備備備間間間隔隔隔 整整整備備備手手手順順順

250運転時間ごと
• フィルタを清掃する。破れている場合や汚れがひどい場合は交換する。
• エアコンのコイルの清掃を行う。 （悪条件下ではより頻繁に整備を行う）。

400運転時間ごと

• エアクリーナの清掃を行ってください（インジケータが赤になったらその時点で、運転条
件の悪いところでは整備間隔が短くなります）。

• 燃料ラインとその接続状態を点検する。
• フィルタのキャニスタを交換する。
• エンジンの燃料フィルタを交換する。
• プラネタリドライブ端部にガタがないか点検する。
• 後アクスルオイルを点検する。
• 後アクスルギアボックスのオイルを点検する。

500運転時間ごと • エンジンオイルとフィルタの交換を行う。

800運転時間ごと

• 前側のプラネタリギアのオイルを交換します。 （または1年に1回のうち早く到達した
方の時期）。

• 後アクスルのオイルを交換する。
• 後輪のトーインの点検を行う。
• ブレード駆動ベルトを点検する。
• 推奨されていない油圧オイルを使用している場合、代替品のオイルを使用した場合に
は、油圧オイルフィルタを交換してください。

• 推奨されていない油圧オイルを使用している場合や代替品のオイルを使用したことが
ある場合には、油圧オイルフィルタを交換（交換時期インジケータが赤になっている場
合はできるだけ速い時期に）。

• カッティングユニットのキャスタホイールを点検する。

1000運転時間ごと

• 燃料タンクを空にして内部を清掃します。
• 推奨油圧オイルを使用している場合には、油圧オイルフィルタを交換（交換時期インジ
ケータが赤になっている場合はできるだけ速い時期に）。

• エンジンバルブのクリアランスを点検調整します。

2000運転時間ごと • 推奨オイルをご使用の場合には、油圧オイルを交換してください。

6000運転時間ごと
• DPF のすすフィルタを分解、清掃、再組立する。 以下の場合には、すすフィルタの洗浄
を行う：SPN 3720 FMI 16, SPN 3720 FMI 0, または SPN 3720 FMI 16 がインフォセンター
に表示された時。

長期保管前 • 燃料タンクを空にして内部を清掃します。

2年ごと
• 冷却系統の内部を洗浄し新しい冷却液に交換する。
• 油圧オイルタンクを空にして内部を清掃する。
• 可動部ホースを交換する。

注注注意意意
始始始動動動キキキーーーをををつつつけけけたたたままままままにににしししててておおおくくくととと、、、誰誰誰でででもももいいいつつつでででもももエエエンンンジジジンンンををを始始始動動動さささせせせるるるここことととがががでででききき、、、危危危険険険ででであああるるる。。。

整整整備備備・・・調調調整整整作作作業業業ののの前前前にににははは必必必ずずずエエエンンンジジジンンンををを停停停止止止ししし、、、キキキーーーををを抜抜抜いいいててておおおくくくこここととと。。。
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始始始業業業点点点検検検表表表
こここのののペペペーーージジジをををコココピピピーーーしししててて使使使っっってててくくくだだださささいいい。。。

第第第 週週週

点点点検検検項項項目目目 月月月 火火火 水水水 木木木 金金金 土土土 日日日

インタロックの動作を点検す
る。

ブレーキの動作を確認する。

エンジンオイルの量を点検す
る。

冷却液の量を点検する。

燃料・水セパレータの水を抜
く。

エアフィルタ、ダストカップ、
バルブを点検する。

エンジンから異常音がないか
点検する。1

ラジエターとスクリーンを点検
する。

運転操作時の異常音

油圧オイルの量を点検する。

油圧ホースの磨耗損傷を点
検する。

オイル漏れがないか点検す
る。

燃料残量を点検する。

タイヤ空気圧を点検する

計器類の動作を確認する。

刈高の調整の点検

グリスアップを行なう。2

機体の清掃。

塗装傷のタッチアップを行う。

1始動困難、大量の煙、咳き込むような走りなどが見られる場合はグロープラグと噴射ノズルを点検する。

2車体を水洗いしたときは整整整備備備間間間隔隔隔ににに関関関係係係なななくくく直直直ちちちにににグリスアップする。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備ににに関関関しししてててののの詳詳詳細細細ははは、、、付付付属属属のののエエエンンンジジジンンンマママニニニュュュアアアルルルををを参参参照照照のののこここととと。。。
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要要要注注注意意意個個個所所所ののの記記記録録録

点検担当者名

内内内容容容 日日日付付付 記記記事事事

整整整備備備前前前ににに行行行ううう作作作業業業

フフフーーードドドををを開開開けけけるるる
1. キャブの後窓を閉める図 72。

g037228

図図図 72

2. フードの前側下にあるラッチ2 ヶ所を解除する
図 73。
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g037226

g037227

図図図 73

1. フードのラッチ 3. 支え棒

2. 取っ手

3. ラッチの隣にあるハンドルを使ってフードを持ち上
げると、2 本の支持棒がそれぞれのブラケットに
入ってフードが固定される図 73。

フフフーーードドドののの外外外しししかかかたたた
1. ラッチを外してフードを開ける。

2. フードのピボット部をブラケットに固定しているヘア
ピンコッターを抜き取る図 74。

g031613

図図図 74

1. ヘアピンコッター

3. フードを右側にスライドさせながら反対側を持ち
上げると外れる。

注注注 取り付けは上記と逆の手順で行う。
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潤潤潤滑滑滑

ベベベアアアリリリンンングググとととブブブッッッシシシュュュのののグググリリリススス
アアアッッップププ
整整整備備備間間間隔隔隔: 50運転時間ごと

定期的に、全部の潤滑個所にNo.2汎用リチウム系グ
リスを注入します。また、機体を水洗いした後は直
ちにグリスアップを行う。

グリスアップ箇所を以下に列挙します

トトトラララクククシシショョョンンンユユユニニニッッットトト
• ブレーキペダルのピボットのベアリング2ヶ所図 75
• 前後のアクスルピボットのブッシュ2ヶ所図 76
• ステアリングシリンダのボールジョイント 2ヶ所図 77
• タイロッドのボールジョイント2ヶ所 図 77
• キングピンのブッシュ 2ヶ所 (図 77).

注注注 一年に一度、キングピンの上部のフィッティング
にグリスを注入ポンプ2回してください。

g009246

図図図 75

g004687

図図図 76

g011499

図図図 77

Center Cutting Unit中中中央央央カカカッッッテテティィィンンン
グググユユユニニニッッットトト

注注注 ラッチのピボット部と下側のリンク部分へのグリス
注入には、カッティングユニットを上昇させるとよいで
しょう。

• ラッチピボット2ヵ所図 79

注注注 ラッチを手で操作してフィッティングが見えるよ
うにしてください。図 78ラッチの開閉はバールで
行ってください。

• キャスタフォークのシャフトのベアリング2ヶ所図 80
• スピンドルシャフトのベアリング3ヶ所プーリの下図

81。
• アイドラアームのピボットのブッシュ2ヶ所図 81
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g009440

図図図 78

1. ラッチ

g009441

図図図 79

g011557

図図図 80

g244640

図図図 81

中中中央央央デデデッッッキキキ昇昇昇降降降アアアセセセンンンブブブリリリ
• 昇降アームのシリンダアセンブリ左右それぞれ2ヶ

所図 82
• 昇降アームのボールジョイント 2ヶ所図 83

g020455

図図図 82
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g011551

図図図 83

ウウウイイインンングググデデデッッッキキキ昇昇昇降降降アアアセセセンンンブブブリリリ

ウイングデッキの昇降シリンダ4ヶ所図 84

g011502

図図図 84

両両両翼翼翼のののカカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトト
• キャスタフォークのシャフトのブッシュ1ヶ所図 85
• スピンドルシャフトのベアリング左右それぞれ2ヶ

所プーリの下。

• アイドラアームのピボットのブッシュ1ヶ所アイドラ
ピボットのシャフト

g011557

図図図 85
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エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備

エエエンンンジジジンンンののの安安安全全全事事事項項項
• エンジンオイルの点検や補充はエンジンを止めキー

を抜き取った状態で行ってください

• エンジンのガバナの設定を変えたり、エンジンの回
転数を上げすぎたりしないでください。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルにににつつついいいててて

オオオイイイルルルののの仕仕仕様様様

以下の条件を満たす、低灰分 low-ashの高品質エンジ
ンオイルを使用してください

• API 規格 CJ-4 またはそれ以上

• ACEA 規格 E6
• JASO 規格DH-2

重重重要要要 API CJ-4 以以以上上上、、、ACEA E6 まままたたたははは JASO DH-2
のののオオオイイイルルルををを使使使用用用しししななないいいととと DPF ががが詰詰詰まままっっってててエエエンンンジジジンンンををを破破破
損損損しししままますすす。。。

以下の粘度のエンジンオイルを使用してください

• 推奨オイルSAE 15W-40-18℃0°F)
• 他に使用可能なオイルSAE 10W-30 または 5W-30

全温度帯

Toro のプレミアムエンジンオイル15W-40 または
10W-30を代理店にてお求めいただくことができます。
パーツカタログでパーツ番号をご確認ください。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量量量ををを点点点検検検すすするるる

整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

エンジンにはオイルを入れて出荷していますが、初回
運転の前後に必ずエンジンオイルの量を確認してく
ださい。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量量量ははは毎毎毎日日日点点点検検検しししてててくくくだだださささいいい。。。
油油油量量量がががデデディィィッッップププススステテティィィッッックククののの FULL マママーーークククよよよりりり上上上にににあああ
るるる場場場合合合ははは、、、オオオイイイルルルががが燃燃燃料料料ででで薄薄薄めめめららられれれててていいいるるる可可可能能能性性性ががが
ああありりりままますすす。。。

油油油量量量がががFULL マママーーークククよよよりりり上上上にににあああるるる場場場合合合ははは、、、エエエンンンジジジンンンオオオ
イイイルルルををを交交交換換換しししてててくくくだだださささいいい。。。

エンジンオイルを点検する最もよいタイミングは、その
日の仕事を始める直前、エンジンがまだ冷えているうち
です。既にエンジンを始動してしまった場合には、一旦
エンジンを停止し、オイルが戻ってくるまで約 10 分間
程度待ってください。油量がディップスティックのADD
マークにある場合は、FULLマークまで補給してくださ
い。オオオイイイルルルををを入入入れれれすすすぎぎぎななないいいよよようううににに注注注意意意しししてててくくくだだださささいいい。。。

重重重要要要 エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量量量がががデデディィィッッップププススステテティィィッッックククののの上上上限限限
マママーーークククととと下下下限限限マママーーークククののの間間間にににあああるるるよよようううににに管管管理理理しししてててくくくだだださささいいい。。。
多多多すすすぎぎぎてててももも少少少なななすすすぎぎぎてててもももエエエンンンジジジンンンににに悪悪悪影影影響響響ががが出出出ままますすす。。。

エンジンオイルの量を点検する図 86を参照。

g031256

図図図 86

注注注 種類の異なるオイルを使うときには、古いオイルを
全部抜き取ってから新しいオイルを入れること。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルののの量量量

約 5.7 リットルフィルタ含む。

エエエンンンジジジンンンオオオイイイルルルとととフフフィィィルルルタタタののの交交交換換換

整整整備備備間間間隔隔隔: 500運転時間ごと

1. エンジンを始動し、約5分間のウォームアップを
行ってオイルを温める。

2. 平らな場所に駐車し、エンジンを停止し、キーを
抜き取り、可動部が完全に停止したのを確認
する。

3. エンジンオイルとフィルタを交換する図 87。
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g031675

図図図 87

4. クランクケースにオイルを入れる

エエエアアアクククリリリーーーナナナののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日—エアクリーナのイ

ンジケータを点検する。

50運転時間ごと—エアクリーナを点検する。

400運転時間ごと—エアクリーナの清掃を行って
くださいインジケータが赤になったらその時点
で、運転条件の悪いところでは整備間隔が短く
なります。

エアクリーナ本体にリーク原因となる傷がないか点検
してください。破損していれば交換してください。吸
気部全体について、リーク、破損、ホースのゆるみ
などを点検してください。

エアクリーナのフィルタの整備は、インジケータが赤色
になってから行ってください図 88。早めに整備を行って
も意味がありません。むしろフィルタを外したときにエン
ジン内部に異物を入れてしまう危険が大きくなります。

g009709

図図図 88

1. エアクリーナのインジケータ

重重重要要要 本本本体体体とととカカカバババーーーががが正正正しししくくく、、、しししっっっかかかりりりととと密密密着着着しししててていいいるるるののの
ををを確確確認認認しししてててくくくだだださささいいい。。。

1. エアクリーナを交換する図 89。
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g031861

図図図 89

注注注 エレメントを清掃すると破損させる危険が大き
いので、掃除して再使用しないでください。

重重重要要要 安安安全全全フフフィィィルルルタタタ図図図 90ははは絶絶絶対対対ににに洗洗洗わわわななないいいでででくくくだだだ
さささいいい。。。安安安全全全フフフィィィルルルタタタははは、、、主主主フフフィィィルルルタタタののの3回回回目目目ののの整整整備備備
時時時ににに交交交換換換しししてててくくくだだださささいいい。。。

g009712

図図図 90

1. エアクリーナの安全フィルタ

2. インジケータ図 88が赤になっている場合はリセッ
トする。

デデディィィーーーゼゼゼルルル酸酸酸化化化触触触媒媒媒DOCとととすすす
すすすフフフィィィルルルタタタののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 6000運転時間ごと 以下の場合には、す

すフィルタの洗浄を行うSPN 3720
FMI 16, SPN 3720 FMI 0, または SPN
3720 FMI 16 がインフォセンターに表
示された時。

• アドバイス ADVISORY 179 がインフォセンターに表示
された場合は、DPF のディーゼル酸化触媒DOCと
すすフィルタの整備時期が近づいている。

g213865

図図図 91

• 以下の場合CHECK ENGINE SPN 3251 FMI 0, CHECK
ENGINE SPN 3720 FMI 0, または CHECK ENGINE SPN
3720 FMI 16がインフォセンター図 92に表示された
場合は、表示された指示に従ってすすフィルタの
洗浄を行う
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g214715

g213864

g213863

図図図 92

1. DPF のディーゼル酸化触媒DOCとすすフィ
ルタの分解手順は、サービスマニュアル を
参照のこと。

2. DPF のディーゼル酸化触媒DOCとすすフィル
タの交換用パーツや整備については、サー
ビスマニュアルを参照するか、弊社ディスト
リビュータに問い合わせる。

3. きれいなDPFに交換した後には、弊社ディ
ストリビュータに依頼してエンジンのECUをリ
セットする。

燃燃燃料料料系系系統統統ののの整整整備備備

燃燃燃料料料シシシススステテテムムムののの整整整備備備

燃燃燃料料料タタタンンンクククののの内内内部部部清清清掃掃掃

整整整備備備間間間隔隔隔: 1000運転時間ごと—燃料タンクを空にして
内部を清掃します。

長期保管前—燃料タンクを空にして内部を清掃
します。

上記の定期整備以外に、燃料系統が汚染された時
や、マシンを長期にわたって格納する場合には燃料タ
ンクの内部を清掃してください。タンクの清掃にはきれ
いな燃料を使用してください。

燃燃燃料料料ララライイインンンとととそそそののの接接接続続続ののの点点点検検検

整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到
達した方

劣化・破損状況やゆるみが発生していないかを調べ
てください。

ウウウォォォーーータタターーーセセセパパパレレレーーータタタののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日—水セパレータか

ら水や異物を流し出す。

400運転時間ごと—フィルタのキャニスタを交換
する。

図 93 のように水セパレータの整備を行う。
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g031412

図図図 93

燃燃燃料料料フフフィィィルルルタタタののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと

1. 燃料フィルタのヘッドの周囲をきれいに拭く図 94。

g021291

図図図 94

1. 燃料フィルタのヘッド 2. 燃料フィルタ

2. フィルタを外してフィルタヘッドの取り付け部をき
れいに拭く図 94。

3. フィルタのガスケットにきれいなエンジンオイルを
塗る詳細についてはエンジンマニュアルを参照。

4. 空のフィルタキャニスタを、ガスケットが取り付け
部に当るまで手でねじ込み、そこからさらに1/2
回転締め付ける。

5. エンジンを始動し、燃料フィルタヘッドの周囲に漏
れがないか点検する。
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電電電気気気系系系統統統ののの整整整備備備

電電電気気気系系系統統統ににに関関関すすするるる安安安全全全確確確保保保
• マシンの整備や修理を行う前に、バッテリーの接続

を外してください。バッテリーの接続を外すときには
マイナスケーブルを先に外し、次にプラスケーブル
を外してください。接続するときにはプラスを先に接
続し、次にマイナスを接続してください。

• バッテリーの充電は、火花や火気のない換気の良
い場所で行ってください。バッテリーと充電器の接続
や切り離しを行うときは、充電器をコンセントから抜
いておいてください。また、安全な服装を心がけ、
工具は確実に絶縁されたものを使ってください。

バババッッッテテテリリリーーーののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 25運転時間ごと—バッテリー液の量を点検

する 機体を格納保管する場合は30
日ごとに。

50運転時間ごと—バッテリーの状態の点検。

重重重要要要 電電電気気気系系系統統統ををを保保保護護護すすするるるたたためめめ、、、本本本機機機ににに溶溶溶接接接作作作業業業ををを
行行行ううう時時時にににははは、、、バババッッッテテテリリリーーーのののマママイイイナナナスススケケケーーーブブブルルルののの接接接続続続
ををを外外外しししてててくくくだだださささいいい。。。

注注注 端子や周囲が汚れていると自然放電しますので、
バッテリーが汚れないようにしてください。洗浄する場
合は、まず重曹と水で全体を洗います。次に真水です
すぎ、。腐食防止のために両方の端子部にワセリン
Grafo 112X: P/N 505-47を薄く塗ってください。

1. バッテリーカバーを開いてシュラウドの上に置く
図 95。

注注注 バッテリーカバーの上部の平らな面を下向きに
押すとカバーを簡単に外すことができます 図 95。

g036369

図図図 95

g036370

図図図 96

1. バッテリーカバー 2. バッテリー

2. バッテリーのプラス端子についているゴムキャップ
を外して端子を点検する。

警警警告告告
バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ににに金金金属属属製製製品品品ややや車車車体体体ののの金金金属属属
部部部分分分ががが触触触 れれれるるるとととシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが発発発
生生生すすするるる。。。そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを起起起こここ
ししし人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• バババッッッテテテリリリーーーののの取取取りりり外外外しししややや取取取りりり付付付けけけををを行行行ううう
ととときききにににははは、、、端端端子子子ととと金金金属属属ををを接接接触触触さささせせせななないいいよよよ
うううににに注注注意意意すすするるる。。。

• バババッッッテテテリリリーーーののの端端端子子子ととと金金金属属属ををを接接接触触触さささせせせななないいい。。。

警警警告告告
バババッッッテテテリリリーーーケケケーーーブブブルルルののの接接接続続続手手手順順順ががが不不不適適適切切切ででであああ
るるるとととケケケーーーブブブルルルがががシシショョョーーートトトををを起起起こここしししててて火火火花花花ががが発発発生生生
すすするるる。。。そそそれれれににによよよっっっててて水水水素素素ガガガスススががが爆爆爆発発発ををを起起起こここししし
人人人身身身事事事故故故ににに至至至るるる恐恐恐れれれがががあああるるる。。。

• ケケケーーーブブブルルルををを 取取取りりり外外外すすす時時時ははは、、、必必必ずずずマママイイイナナナ
ススス黒黒黒ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり外外外ししし、、、次次次にににプププラララススス
赤赤赤ケケケーーーブブブルルルををを外外外すすす。。。

• ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる時時時ははは、、、必必必ずずずプププラララススス
赤赤赤ケケケーーーブブブルルルかかかららら取取取りりり付付付けけけ、、、そそそれれれかかからららマママイイイ
ナナナススス黒黒黒ケケケーーーブブブルルルををを取取取りりり付付付けけけるるる。。。

3. 腐食防止のために両方の端子部にワセリンGrafo
112X スキンオーバーグリス: P/N 505-47または
グリスを薄く塗る。

4. プラス端子にゴムカバーを取り付ける。

5. バッテリーカバーを閉じる。

ヒヒヒュュューーーズズズののの搭搭搭載載載位位位置置置
トラクションユニットのヒューズは、パワーセンターのカ
バーにあります図 97、図 98、図 99。
パワーセンターのカバーをフレームに固定しているねじ
2本を外して、カバーを外す図 97。
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g020440

図図図 97

1. パワーセンターのカバー 2. ねじ

g020439

図図図 98

1. ヒューズ

g221933

図図図 99

キャブ用のヒューズは、キャブのヘッドライナについて
いるヒューズボックスの中にあります図 100と図 101。

注注注 キャブモデルのみ

g032673

図図図 100

1. キャブのヒューズボックス 2. ヒューズ

decal132-3600

図図図 101
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走走走行行行系系系統統統ののの整整整備備備

走走走行行行ペペペダダダルルルののの角角角度度度ををを調調調整整整すすするるる
1. 走行ペダルの左側をブラケットに固定しているナッ

トとボルト各2をゆるめる図 102。

g009745

図図図 102

1. 走行ペダル 2. 取り付けナットとボルト

2. 走行ペダルを希望の角度に調整し、ナットで固定
する図 102。

プププラララネネネタタタリリリギギギアアアオオオイイイルルルののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと

交換には高品質の SAE 85W140ギアオイルを使用する

1. 水平な床面で、点検プラグの1つがが時計の 12
時を指し、もうひとつが 3 時を指すようにマシンを
駐車する図 103。

g019500

図図図 103

1. 点検・ドレンプラグ2個

2. 3時の位置にあるプラグを外す図 103。
注注注 オイルが点検穴の下ふちまであれば適正で
ある。

3. オイル量が不足している場合には、12時の位置
にあるプラグを外し、所定レベルである3時の位
置の高さになるまでオイルを補給する。

4. プラグを両方とも取り付ける。

プププラララネネネタタタリリリギギギアアアオオオイイイルルルののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 50 時間

800運転時間ごと/1年ごと いずれか早く到達した
方 または1年に1回のうち早く到達した方の時期。

使用するオイルは SAE 85W140 のギアオイルです

1. 平らな場所で、点検プラグが一番低い位置時計
の 6 時の位置に来るように停止させる図 104 。

g008862

図図図 104

1. 点検/ドレンプラグ

2. プラネタリハブの下に容器を置き、プラグを外し
てオイルを抜く。

3. ブレーキハウジングの下に容器を置き、プラグ
を外してオイルを抜く図 105。

g020680

図図図 105

1. ドレンプラグ 2. ブレーキハウジング

4. 両方からオイルが完全に抜けたら、ブレーキハウ
ジングにプラグを取り付ける。

5. まだプラグを取り付けていない方の穴が 12 時位
置にくるように、車輪を回転させる。

6. 高品質の SAE 85W-140 . ギア潤滑油 650ml
を、穴からゆっくりと入れる。

重重重要要要 650 ml ががが入入入りりり終終終わわわるるる前前前ににに一一一杯杯杯ににになななっっってててししし
まままっっったたた場場場合合合ははは、、、1時時時間間間ほほほどどど待待待つつつかかか、、、一一一度度度プププラララグググををを
はははめめめてててマママシシシンンンををを 3 m ほほほどどど移移移動動動さささせせせるるるととと、、、ブブブレレレーーー
キキキシシシススステテテムムムにににオオオイイイルルルがががまままわわわっっっててて残残残りりり量量量ををを補補補給給給すすす
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るるるここことととがががででできききるるるよよようううににになななりりりままますすす。。。そそそのののよよようううにににしししててて全全全
量量量ををを入入入れれれてててくくくだだださささいいい。。。

7. プラグを取り付ける。

8. 反対側のプラネタリギアアセンブリも同様に作
業する。

後後後アアアクククスススルルルオオオイイイルルルののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと

後アクスルには SAE 85W-140 ギアオイルを入れて出
荷しています。初めて使用する前および推奨時間ごと
にオイル量を点検してください。容量は2.4 リットルで
す。オイル漏れの目視点検は毎日行ってください。

1. 平らな場所に駐車する。

2. アクスルの一方の端部から点検用プラグを抜
き、穴の高さまで潤滑油があることを確認する
図 106。

注注注 量が不足している場合は、給油プラグをは
ずして補給する。

g011487

図図図 106

1. 点検プラグ 2. 補給プラグ

後後後アアアクククスススルルルギギギアアアボボボッッックククスススのののオオオ
イイイルルルののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 400運転時間ごと

ギアボックスには SAE 85W-140 ギアオイルを入れて出
荷しています。容量は0.5 リットルです。オイル漏れ
の目視点検は毎日行ってください。

1. 平らな場所に駐車する。

2. ギアボックスの左側から点検・補給用プラグを
抜き、穴の高さまで潤滑油があることを確認す
る図 107。

注注注 油量が足りなければ穴の下部まで補給する。

g011488

図図図 107

1. ギアボックス 2. 点検・補給プラグ

後後後アアアクククスススルルルのののオオオイイイルルルののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 200 時間

800運転時間ごと

1. 平らな場所に駐車する。

2. ドレンプラグそれぞれの端部に1本ずつ、中央に
1本全部で3本の周囲をきれいにする図 108。

3. オイルが抜けやすいように点検プラグを外す。

4. 各ドレンプラグからオイルを抜き、容器で回収
する。

g011509

図図図 108

1. ドレンプラグの位置

5. ギアボックスの底面にあるドレンプラグの周辺を
ウェスできれいにする図 109。

6. ドレンプラグを外し、排出されるオイルを容器に
回収する。

注注注オイルが抜けやすいように点検プラグを外す。
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g011558

図図図 109

1. ドレンプラグ

7. 点検プラグの穴の下までオイルを補給する; 後ア
クスルのオイルの交換 (ページ 67)と 後アクスル
オイルの点検 (ページ 67)を参照。

8. プラグを取り付ける。

後後後輪輪輪のののトトトーーーイイインンンののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 800運転時間ごと

1. 後輪の前と後ろで、左右のタイヤの中央線間距
離を測るアクスルの高さ位置で計測。

注注注 前での測定値が、後ろでの測定値より 6 mm
小さければ合格とする。

2. 調整は、まずタイロッド両端のクランプをゆるめ
る。

3. タイロッドの端部を回して前タイヤを内向きまた
は外向きに調整する。

4. 正しく調整できたら、タイロッドのクランプを締
める。

前前前タタタイイイヤヤヤののの交交交換換換
1. ウイングデッキを床面まで降下させる。

2. 機体前部を床から15 cm 程度浮かせ、ジャッキ
スタンドで支持する。

3. 中央カッティングユニットを立てるには (ページ
75)を参照。

4. タイヤを外せるようにデッキを立てる。

冷冷冷却却却系系系統統統ののの整整整備備備

冷冷冷却却却系系系統統統ににに関関関すすするるる安安安全全全確確確保保保
• 冷却液を飲み込むと中毒を起こす冷却液は子供や

ペットが触れない場所に保管すること。

• 高温高圧の冷却液を浴びたり、高温のラジエター
部分に触れたりすると大火傷をする恐れがある。

– エンジン停止後、少なくとも15分間程度待って、
エンジンが冷えてからキャップを開けること。

– キャップを開けるときはウェスなどを使い、高温
の水蒸気を逃がしながらゆっくりと開けること。

• マシンを運転するときには、必ず所定のカバーを取
り付けておくこと。

• 手、指、衣服などを、ファンやベルトに近づけな
いように注意すること。

冷冷冷却却却系系系統統統ををを点点点検検検すすするるる
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

毎日、運転前に冷却液の量を点検してください。容量
はおよそ 8.5 リットルです。

危危危険険険
回回回転転転中中中のののフフファァァンンンややや駆駆駆動動動ベベベルルルトトトははは人人人身身身事事事故故故ののの原原原因因因
とととなななるるる。。。

• マママシシシンンンははは、、、必必必ずずずガガガーーードドド類類類ををを取取取りりり付付付けけけたたた状状状態態態ででで運運運
転転転すすするるるこここととと。。。

• 手手手、、、指指指、、、衣衣衣服服服なななどどどををを、、、フフファァァンンンやややベベベルルルトトトににに近近近づづづけけけ
ななないいいよよようううににに注注注意意意すすするるるこここととと。。。

• 保保保守守守作作作業業業ををを行行行ううう前前前にににエエエンンンジジジンンンををを停停停止止止ししし、、、キキキーーーををを
抜抜抜ききき取取取っっっててておおおくくくこここととと。。。

1. ラジエターと補助タンクのふたを注意深く開ける
図 110。

2. ラジエター内部の液量を点検する。

注注注 ラジエターは補給口の首の部分まで、補助タ
ンクはFULLマークまであれば適正です。
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g020441

図図図 110

1. 補助タンク

3. 液量が不足している場合には冷却液は水とエチレ
ングリコール不凍液の50/50 混合液を補給する。

重重重要要要 水水水のののみみみややや、、、アアアルルルコココーーールルル系系系、、、メメメタタタノノノーーールルル系系系
ののの冷冷冷却却却液液液ははは車車車両両両ををを損損損傷傷傷しししままますすすかかかららら使使使用用用しししななないいいででで
くくくだだださささいいい。。。

4. ラジエターと補助タンクのふたを閉める。

エエエンンンジジジンンン冷冷冷却却却シシシススステテテムムムののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 100運転時間ごと

2年ごと

ラララジジジエエエタタターーー/オオオイイイルルルクククーーーラララのののスススクククリリリーーーンンンははは毎毎毎日日日清清清掃掃掃しししてててくくくだだだ
さささいいい。。。汚れが激しければより頻繁な清掃が必要です。

このマシンには、油圧駆動式のファンが搭載されてお
り、必要に応じて自動的に手動でも可能オイルクーラ/
ラジエターのファンを逆転させてスクリーンにたまったご
みを吹き飛ばします。この機能により、オイルクーラ/ラ
ジエターの清掃に必要な時間は短縮されますが、清
掃の必要がなくなるわけではありません。必ず、定期
的にオイルクーラ/ラジエターを点検し、必要に応じて
清掃してください。

1. エンジンを停止し、キーを抜き取り、フードを開
ける。

2. エンジンの周囲を丁寧に清掃する。

3. オイルクーラとラジエターの裏表を圧縮空気で丁
寧に清掃する図 111。

注注注 ファン側から清掃を始め、車体後方に向けて
ごみを吹き飛ばす。その後、今度は後ろ側から
前側に向かって吹きつけて清掃する。この作業を
数回繰り返してごみやほこりを十分に落とす。

重重重要要要 ラララジジジエエエタタターーー/オオオイイイルルルクククーーーラララををを水水水ででで清清清掃掃掃すすするるる
ととと、、、さささびびびががが発発発生生生しししたたたりりり、、、各各各部部部ののの破破破損損損ががが早早早くくく進進進むむむ
恐恐恐れれれがががああありりりままますすす。。。

g020452

図図図 111

1. ラジエター/オイルクーラのスクリーン

4. フードを閉じる。
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ブブブレレレーーーキキキののの整整整備備備

ブブブレレレーーーキキキののの調調調整整整
ブレーキペダルの遊びが 25 mm以上となったり、ブレー
キの効きが悪いと感じられるようになったら、調整を行っ
てください。遊びとは、ブレーキペダルを踏み込んでか
ら抵抗を感じるまでのペダルの行きしろを言います。

1. 左右のペダルのロックをはずして、各ペダルがそ
れぞれ自由に動くようにする。

2. 行きしろを小さくするにはブレーキを締める

A. ブレーキケーブル図 112の端にある前ナッ ト
をゆるめる。

g009721

図図図 112

1. ブレーキケーブル

B. 後ナットを締めてケーブルを後方に移動さ
せてブレーキペダルの遊びが 13-25 mm に
なるようにする。

C. 調整ができたら前ナットを締める。

ベベベルルルトトトののの整整整備備備

オオオルルルタタタネネネーーータタタベベベルルルトトトののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 10 時間

100運転時間ごと

ベルトの中間部を 44 N·m約10 ft-lb の力で押した時
に、10 mm 程度のたわみがあれば適正です。

たわみが10 mmでない場合には、オルタネータ取り付
けボルトをゆるめ図 113、

注注注 適当な張りに調整してボルトを締めてください。ベル
トのたわみが適切に調整されたことを確認する。

g020460

図図図 113

1. オルタネータ 3. コンプレッサ

2. 取り付けボルト 4. アイドラプーリ

エエエアアアコココンンンのののコココンンンプププレレレッッッサササベベベルルルトトト
ののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 10 時間

100運転時間ごと

キキキャャャブブブモモモデデデルルルのののみみみ

100 運転時間ごとにベルト図 113の劣化状態および張
り具合を点検してください。

1. プーリとプーリとの中間部を 40N約4.5kg の力
で押した時に、10 mm 程度のたわみがあれば
適正です。

2. たわみが10 mmでない場合には、アイドラプーリ
取り付けボルトをゆるめる図 113。コンプレッサ
ベルトの張りを調整し、ボルトを締め付ける。も
う一度ベルトのたわみを点検し、適切に調整さ
れたことを確認する。
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ブブブレレレーーードドド駆駆駆動動動ベベベルルルトトトののの調調調整整整
整整整備備備間間間隔隔隔: 使用開始後最初の 10 時間

50運転時間ごと

エクステンションスプリングの長さフックからフックまでが
8.3 mm ± 9.5 mm であれば、張りは適切です。スプリ
ングの張りを正しく調整できたら、その下のストップボ
ルト キャリッジボルト の頭部とアイドラアームとの間の
隙間を 2 mm-5 mm に調整します 図 114。

注注注 ベルトが、ベルトガイドのスプリング側に取り付けら
れていることを確認してください図 114。

g037383

図図図 114

1. エクステンションスプリング 5. 長さフックからフックま
で8.3-9.5 cm 程度

2. ストップボルト 6. アイボルト

3. フランジナット 7. ベルト

4. ベルトガイド

ブブブレレレーーードドド駆駆駆動動動ベベベルルルトトトののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 800運転時間ごと

ブレードを駆動しているベルトはスプリング付きのアイド
ラで張りを調整されており、非常に耐久性が高く、長期
間にわたって使用することができます。しかし長期間の
うちに必ず磨耗が現れてきます。磨耗の兆候としてベ
ルトが回転するときにきしみ音がする、刈り込み中にベ
ルトが滑ってブレードが回らない、ベルトの縁がほつれ
ている、焼けた跡がある、割れているなどがあります。
これらの兆候を発見したらベルトを交換してください。

1. 刈り込みデッキを床面まで下降させ、ベルトカ
バーを外して脇に置く。

2. アイボルトをゆるめる図 114。
3. ストップボルトを取り付けタブに固定しているフラ

ンジナットをゆるめ、プーリをベルトから外す図
114。

注注注 アイドラアームがストップボルトの脇を通れるよ
うにナットを十分にゆるめてください。

注注注ストップボルトを取り付けタブから外す必要があ
る場合には、外したボルトを、ストップボルトの頭
とアイドラアームを整列させる穴に通してください。

4. 油圧モータを刈り込みデッキに固定しているボル
トを外す図 115。

g011511

図図図 115

1. 油圧モータ 2. 取り付けボルト

5. 刈り込みデッキからモータを外してデッキの上
に置く。

6. スピンドルプーリとアイドラプーリから古いベル
トを外す。

7. スピンドルプーリとアイドラプーリアセンブリに新し
いベルトを取り付ける。

8. プーリにベルトを掛け終わったら、刈り込みデッ
キを駆動する油圧モータを取り付ける。元のボル
トを使って、デッキに油圧モータを取り付ける。

注注注 ベルトが、ベルトガイドのスプリング側に取り
付けられていることを確認してください図 114。

9. エクステンションスプリング 図 114 をアイボルトに
以下のように取り付ける

• エクステンションスプリングの長さフックから
フックまでが 8.3 mm ± 9.5 mm であれば、張
りは適切です。

• スプリングの張りを正しく調整できたら、その
下のストップボルト キャリッジボルト の頭部と
アイドラアームとの間の隙間を 2 mm-5 mm
に調整します 。
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油油油圧圧圧系系系統統統ののの整整整備備備

油油油圧圧圧系系系統統統ににに関関関すすするるる安安安全全全確確確保保保
• 万一、油圧オイルが体内に入ったら、直ちに専門

医の治療を受けてください。万一、油圧オイルが
体内に入った場合には、この種の労働災害に経
験のある施設で数時間以内に外科手術を受ける
必要がある。

• 油圧装置を作動させる前に、全部のラインコネクタ
が適切に接続されていること、およびラインやホー
スの状態が良好であることを確認すること。

• 油圧のピンホールリークやノズルからは作動油が
高圧で噴出しているので、絶対に手などを近づけ
ない。

• リークの点検には新聞紙やボール紙を使う。

• 油圧関係の整備を行う時は、内部の圧力を確実
に解放する。

油油油圧圧圧オオオイイイルルルにににつつついいいててて

油油油圧圧圧作作作動動動液液液ののの仕仕仕様様様
油圧オイル溜めに高品質の油圧オイルを満たして出
荷しています。初めての運転の前に必ず油量を確認
し、その後は毎日点検してください 油圧オイルの交換
(ページ 73)を参照。

交交交換換換用用用ののの推推推奨奨奨油油油圧圧圧オオオイイイルルルToro PX Extended Life
Hydraulic Fluid19 リットル缶または208 リットル缶。

注注注 推奨オイルを使用するとオイルやフィルタ交換の回
数を減らすことができます。

使使使用用用可可可能能能ななな他他他のののオオオイイイルルルToro PX Extended Life
Hydraulic Fluidが入手できない場合は、以下に挙げる
特性条件および産業規格を満たす石油系の油圧オイ
ルを使用することができます。合成オイルは使用しな
いでください。オイルの専門業者と相談の上、適切な
オイルを選択してください

注注注 不適切なオイルの使用による損害については弊社
は責任を持ちかねますので、品質の確かな製品をお使
い下さる様お願いいたします。

高高高粘粘粘度度度イイインンンデデデッッックククススス低低低流流流動動動点点点アアアンンンチチチウウウェェェアアア油油油圧圧圧作作作
動動動液液液, ISO VG 46
物性

粘度, ASTM D445 cSt @ 40°C 44-48

粘性インデックス ASTM D2270 140 以上

流動点 ASTM D97 -37°C–45°C

産業規格 Eaton Vickers 694 (I-286-S,
M-2950-S/35VQ25 or

M-2952-S)

注注注 多くの油圧オイルはほとんど無色透明であり、その
ためオイル洩れの発見が遅れがちです。油圧オイル用
の着色剤20 ml 瓶をお使いいただくと便利です。1瓶で
15-22 リットルのオイルに使用できます。パーツ番号は
P/N 44-2500 ご注文は Toro 代理店へ。

重重重要要要 トトトロロロ・・・プププレレレミミミアアアムムム合合合成成成生生生分分分解解解油油油圧圧圧作作作動動動液液液ははは、、、トトトロロロ
社社社がががこここののの製製製品品品へへへののの使使使用用用ををを認認認めめめたたた唯唯唯一一一ののの合合合成成成生生生分分分解解解オオオ
イイイルルルででですすす。。。こここのののオオオイイイルルルははは、、、トトトロロロ社社社ののの油油油圧圧圧装装装置置置ででで使使使用用用ししし
ててていいいるるるエエエラララススストトトマママーーーににに悪悪悪影影影響響響ををを与与与えええずずず、、、まままたたた広広広範範範囲囲囲ななな
温温温度度度帯帯帯でででののの使使使用用用ががが可可可能能能ででですすす。。。こここのののオオオイイイルルルははは通通通常常常ののの鉱鉱鉱
物物物性性性オオオイイイルルルととと互互互換換換性性性がががああありりりままますすすががが、、、十十十分分分ななな生生生分分分解解解性性性
ををを確確確保保保ししし、、、オオオイイイルルルそそそのののももものののののの性性性能能能ををを十十十分分分ににに発発発揮揮揮さささせせせるるる
たたためめめにににははは、、、通通通常常常オオオイイイルルルととと混混混合合合せせせずずず、、、完完完全全全ににに入入入れれれ替替替えええ
ててて使使使用用用すすするるるここことととががが望望望まままれれれままますすす。。。こここののの生生生分分分解解解オオオイイイルルルははは、、、
モモモーーービビビルルル代代代理理理店店店にににててて 19 リリリッッットトトルルル缶缶缶まままたたたははは 208 リリリッッットトトルルル
缶缶缶でででおおお求求求めめめににになななれれれままますすす。。。

油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの容容容量量量

容量は 29 リットルです。

油油油圧圧圧オオオイイイルルルををを点点点検検検すすするるる

整整整備備備間間間隔隔隔: 使用するごとまたは毎日

1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニットを下降
させ、エンジンを停止させてキーを抜き取る。

2. 油圧オイルの量を点検する図 116。
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図図図 116

油油油圧圧圧オオオイイイルルルののの交交交換換換

整整整備備備間間間隔隔隔: 2000運転時間ごと—推推推奨奨奨オオオイイイルルルをををごごご使使使用用用
ののの場場場合合合には、油圧オイルを交換して
ください。

800運転時間ごと—推推推奨奨奨ささされれれててていいいななないいい油油油圧圧圧オオオイイイ
ルルルををを使使使用用用しししててていいいるるる場場場合合合、、、代代代替替替品品品のののオオオイイイルルルををを使使使用用用
しししたたた場場場合合合には、油圧オイルフィルタを交換して
ください。

油圧オイルが汚染された場合には油圧システムの内部
洗浄が必要になります。汚染されたオイルは乳液状に
なったり黒ずんだ色なったりします。必要に応じToro代
理店にご相談ください。

1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニットを下降
させ、エンジンを停止させてキーを抜き取る。

2. 油圧オイルタンク前側底面にあるドレンプラグを取
り外して流れ出すオイルを大きな容器で受ける。

3. オイルが全部流れ出たらプラグを元通りに取り
付ける。

4. 油圧オイルタンク図 117に油圧オイルを入れる 油
圧オイルについて (ページ 72) を参照。

重重重要要要 指指指定定定ささされれれたたた銘銘銘柄柄柄のののオオオイイイルルル以以以外外外ははは使使使用用用しししななないいい
でででくくくだだださささいいい。。。他他他のののオオオイイイルルルををを使使使用用用すすするるるととと油油油圧圧圧シシシススステテテ
ムムムををを損損損傷傷傷すすするるる可可可能能能性性性がががああありりりままますすす。。。

g020456

図図図 117

1. 油圧オイルタンク

5. タンクにキャップをはめ、エンジンを始動し、全
部の油圧装置を操作してシステム内部にオイル
を行き渡らせる。

注注注 また、オイル漏れがないか点検して、エン
ジンを停止する。

6. 油量を点検し、足りなければディップスティックの
FULLマークまで補給する。

注注注 入れすぎないこと。

油油油圧圧圧フフフィィィルルルタタタののの交交交換換換
整整整備備備間間間隔隔隔: 1000運転時間ごと—推推推奨奨奨油油油圧圧圧オオオイイイルルルををを使使使

用用用しししててていいいるるる場場場合合合には、油圧オイル
フィルタを交換交換時期インジケー
タが赤になっている場合はできるだ
け速い時期に。

800運転時間ごと—推推推奨奨奨ささされれれててていいいななないいい油油油圧圧圧オオオイイイルルル
ををを使使使用用用しししててていいいるるる場場場合合合ややや代代代替替替品品品のののオオオイイイルルルををを使使使用用用ししし
たたたここことととがががあああるるる場場場合合合には、油圧オイルフィルタを交
換交換時期インジケータが赤になっている場合は
できるだけ速い時期に。

交換用のフィルタは、以下の純正品を使用してください

• P/No. 94-2621マシン後部カッティングユニット用

• P/No. 75-1310マシン前部チャージ回路用

重重重要要要 純純純正正正品品品以以以外外外のののフフフィィィルルルタタタををを使使使用用用すすするるるととと関関関連連連機機機器器器ののの保保保
証証証ががが適適適用用用ささされれれなななくくくなななるるる場場場合合合がががああありりりままますすす。。。

1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニットを降下
させ、駐車ブレーキを掛け、エンジンを停止さ
せてキーを抜き取る。
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2. 油圧フィルタを交換する図 118。

g031621

図図図 118

3. エンジンを始動して 2 分間運転し、システム内
のエアをパージし、エンジンを停止してオイル漏
れがないか点検する。

油油油圧圧圧ララライイインンンとととホホホーーースススののの点点点検検検
整整整備備備間間間隔隔隔: 2年ごと

警警警告告告
高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出すすするるる作作作動動動油油油ははは皮皮皮膚膚膚ををを貫貫貫通通通ししし、、、身身身体体体ににに
重重重大大大ななな損損損傷傷傷ををを引引引ききき起起起こここすすす。。。

• 万万万一一一、、、油油油圧圧圧オオオイイイルルルががが体体体内内内ににに入入入っっったたたららら、、、直直直ちちちににに
専専専門門門医医医ののの治治治療療療ををを受受受けけけるるる。。。

• 油油油圧圧圧ををを掛掛掛けけけるるる前前前ににに、、、油油油圧圧圧ララライイインンンやややホホホーーースススににに傷傷傷
ややや変変変形形形がががななないいいかかか接接接続続続部部部ががが確確確実実実ににに締締締まままっっっててていいいるるる
かかかををを確確確認認認すすするるる。。。

• 油油油圧圧圧のののピピピンンンホホホーーールルルリリリーーークククやややノノノズズズルルルかかからららははは作作作動動動油油油
ががが高高高圧圧圧ででで噴噴噴出出出しししててていいいるるるのののででで、、、絶絶絶対対対ににに手手手なななどどどををを
近近近づづづけけけななないいい。。。

• リリリーーークククののの点点点検検検にににははは新新新聞聞聞紙紙紙やややボボボーーールルル紙紙紙ををを使使使ううう。。。

• 油油油圧圧圧関関関係係係ののの整整整備備備ををを行行行ううう時時時ははは、、、内内内部部部ののの圧圧圧力力力ををを確確確
実実実ににに解解解放放放すすするるる。。。

油圧ライン油圧ホースにオイル漏れ、ねじれ、支持部
のゆるみ、磨耗、フィッティングのゆるみ、風雨や薬品
による劣化などがないか毎日点検してください。修理
不十分のまま運転しないでください

カカカウウウンンンタタタバババララランンンスススののの押押押圧圧圧ををを調調調整整整すすするるる

カウンタバランス油圧回路には、カウンタバランス試験
用にテストポートがあります。図 119適正カウンタバラ
ンスは 22.41 bar22.75 kg/cm2 = 325 psiです。カウン
タバランスの油圧を調整するには、ロックナットをゆる
めて調整ねじ 図 119 で行います。ねじを右にまわすと
油圧が高くなり、左に回すと低くなります。調整ができ
たらロックナットを締め付けます。油圧テストは、エン
ジンを高回転ハイアイドルさせた状態で、デッキを下
げてフロート位置にして行います。

注注注 カウンタバランスの調整を行うとき、台の刈り込
みデッキについているキャスタホイールはすべてが床
面に接している状態でカウンタバランスがかかってい
る必要があります。

g020446

図図図 119

1. カウンタバランス調整ねじ 2. カウンタバランスのテスト
ポート
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カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトののの保保保守守守

中中中央央央カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトををを立立立
てててるるるにににははは
注注注 特に必要はありませんが、中央カッティングユニット
を立てることも可能です。

1. 中央カッティングユニットをわずかに床から浮かせ
た状態で駐車ブレーキを掛け、エンジンを停止
し、キーを抜き取る。

2. ダンパを昇降アームに固定しているヘアピンコッ
ターを外す図 120。

g011514

図図図 120

1. ダンパ 2. ヘアピンコッター

3. ダンパをデッキハウジング側に倒す。

4. 刈高チェーンをカッティングユニット後部に固定し
ているヘアピンコッターとクレビスピンを取り外
す図 121。

g020969

図図図 121

1. ボルト 2. 刈高チェーン

5. エンジンを掛け、中央の刈り込みデッキをゆっく
りと上昇させる。

6. 各ウイングデッキをゆっくりと上昇させると、重心
が移動してデッキが上昇位置に移動する。

7. エンジンを止め、キーを抜き取る。

立立立っっっててていいいるるる中中中央央央カカカッッッテテティィィンンングググユユユ
ニニニッッットトトををを降降降ろろろすすす
1. 左右のカッティングユニットをゆっくりと降下させる

と、重心が移動して中央のカッティングユニット
下降位置に移動する。

2. 運転席に座り、エンジンを始動し、中央のデッキ
を床面からわずかに浮いた状態まで降下させる。

3. エンジンを止め、各部が動作を停止するのを待
ち、キーを抜き取る。

4. カッティングユニット後部に刈高チェーンを接続
する。

5. ダンパを元の位置に戻してクレビスピンとコッター
ピンで固定する。

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトのののピピピッッッチチチ
ののの調調調整整整

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトのののピピピッッッチチチののの測測測定定定
デッキのピッチとは、ブレードを前後方向に向けたとき
のブレードの前後における床からの高さ刈高の差を言
います。ブレードピッチの推奨値は 8-11 mm です。
これは、ブレードを前後に向けて先端の高さを比べた
とき、前よりも後ろの方が 8-11 mm 高くなっている状
態を言います。

1. 作業場の平らな場所に駐車する。

2. カッティングデッキを希望する刈高に調整する。

3. ブレードをまっすぐ前後方向に向ける。

4. 短い定規を使って、床面からブレードの前側の刃
先までの高さを測る。

5. ブレードを半回転させて後方に回し、床面からこ
の切っ先までの高さを測る。

6. 後方での測定値から前方での測定値を引いた値
がブレードのピッチとなる。

中中中央央央カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトのののピピピッッッチチチののの
調調調整整整
1. 刈高チェーンのUボルトの上側または下側につい

ているジャムナットをゆるめる図 122。
2. もう一組のナットについては、カッティングユニッ

トの後部の高さを上下してカッティングユニットの
ピッチを調整するのに使用する。

3. ジャムナットを締めつける。
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図図図 122

1. ボルト 2. 刈高チェーン

ウウウイイインンングググデデデッッッキキキををを調調調整整整すすするるる
1. キャスタアームをキャスタフォークに固定している

キャップスクリュとナットを外す図 123。
2. 必要に応じてシムの位置を変更してキャスタオ

イールの高さを変えてカッティングユニットを正し
いピッチに調整する。

3. キャップスクリュとナットを外す。

g011561

図図図 123

1. キャスタアーム 3. キャスタフォーク

2. シム

キキキャャャスススタタタアアアーーームムムのののブブブッッッシシシュュュののの
整整整備備備

ブブブッッッシシシュュュののの取取取りりり外外外ししし
キャスタアームのチューブには上側と下側にブッシュ
がはめ込んでありますが、これらのブッシュは使用に
伴って磨耗してきます。ブッシュを点検するには、キャ

スタフォークを前後左右に揺り動かして見ます。ブッ
シュ内部でキャスタスピンドルがゆるい場合には、ブッ
シュを交換してください。

1. カッティングユニットを上昇させてキャスタホイー
ルを床から浮かし、カッティングユニットを角材な
どで支える。

2. キャスタスピンドルの上部から、テンショニング
キャップ、スペーサ、スラストワッシャを抜き取
る。

3. キャスタスピンドルを取り付けチューブから抜き
とる。

注注注 スラストワッシャとスペーサは、スピンドルの
一番下に残しておく。

4. ピンポンチを使って、チューブの上または下から
ブッシュをたたき出す図 124。

g004737

図図図 124

1. キャスタアームのチューブ 2. ブッシュ

5. 他のブッシュも、同様にしてチューブから取り外
す。

6. チューブの内部をきれいに清掃する。

ブブブッッッシシシュュュののの取取取りりり付付付けけけ
1. 新しいブッシュの内外面にグリスを塗る。

2. ハンマーと平らな板を使って、新しいブッシュを
チューブに叩き込む。

3. キャスタスピンドルの磨耗状態を点検し、必要に
応じて交換する。

4. チューブとブッシュにキャスタシャフトを押し込む。

5. スピンドルにスラストワッシャとスペーサを取り
付け、テンショニングキャップで全部のパーツ
を固定する。

キキキャャャスススタタタホホホイイイーーールルルとととベベベアアアリリリンンングググ
ののの整整整備備備
整整整備備備間間間隔隔隔: 800運転時間ごと

1. キャスタホイールアセンブリをキャスタフォークま
たはキャスタピボットアーム図 125に保持している
ボルトからロックナットを外す図 126。
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注注注 キャスタホイールをしっかりと握り、ボルトを
フォークまたはピボットアームから抜き取る。

g004738

図図図 125

1. キャスタボルト 3. ベアリング

2. キャスタフォーク 4. ベアリングスペーサ

g004739

図図図 126

1. キャスタホイール 3. ベアリング

2. キャスタのピボットアーム 4. ベアリングスペーサ

2. ホイールのハブからベアリングを外す。ベアリン
グスペーサが落ちてくる図 125 と 図 126。

3. ホイールハブの反対側にあるベアリングを取る。

4. ベアリング、スペーサ、およびハブの内側の磨
耗状態を点検し、必要に応じて交換する。

5. キャスタホイールを組み立てるには、まず、ホ
イールのハブにベアリングを押し込む。

注注注 ベアリングを取り付ける時、ベアリングの外側
のフェース部分を押すように注意すること。

6. ベアリングスペーサをホイールハブに入れ、もう
一個のベアリングをホイールハブの空いている側
に取り付けてハブ内部のスペーサを固定する。

7. キャスタホイールアセンブリをキャスタフォークに
取り付け、ボルトとロックナットで固定する。

刈刈刈りりり込込込みみみデデデッッッキキキのののヒヒヒンンンジジジカカカバババーーー
ののの交交交換換換
ヒンジカバーは、デッキ間のヒンジポイントからごみが
落ちないようにするものです。破損・摩耗しているカ
バーは交換してください。

g011516

図図図 127
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ブブブレレレーーードドドののの保保保守守守

刈刈刈りりり込込込みみみブブブレレレーーードドドにににつつついいいてててののの
安安安全全全事事事項項項
• ブレードが磨耗や破損していないか定期的に点検

すること。

• ブレードを点検する時には安全に十分注意してくだ
さい。ブレードをウェスでくるむか、安全手袋をは
め、十分に注意して取り扱ってください。ブレードは
研磨または交換のみ行い、たたいて修復したり溶
接したりしないでください。

• 複数のブレードを持つ機械では、つのブレードを
回転させると他も回転する場合がありますから注意
してください。

ブブブレレレーーードドドののの変変変形形形ををを調調調べべべるるる
機械を何かに衝突させてしまった場合には、機械に損
傷がないか点検し、必要があれば修理を行ってくださ
い。点検修理が終わるまでは作業を再開しないでく
ださい。全部のスピンドルプーリのナットを 176-203
N·m18.0-20.8 kg.m = 130-150 ft-lbにトルク締めしてく
ださい。

1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニットを上昇
させ、駐車ブレーキを掛け、走行ベダルをニュー
トラルとし、PTO レバーが OFF になっているのを
確認し、エンジンを停止させ、キーを抜き取る。

注注注 カッティングユニットが落下しないように支持ブ
ロックでサポートする。

2. カッティングユニットの天井から各ブレードの前端
の刃先までの距離を測る図 128。

注注注 測定値を記録する。

g004740

図図図 128

3. ブレードを半回転させて後ろ側にあった刃先を前
側にし、ステップ 2 と同じ位置で、カッティングユ
ニットとブレードの刃先の距離を測る。

注注注 上記手順2と3で記録した2つの測定値が 3
mm の差の中に収まっていれば適正である。こ
の差が 3 mm を超える場合には、そのブレードが
変形しているので交換する ブレードの取り外しと
取り付け (ページ 78)を参照。

ブブブレレレーーードドドののの取取取りりり外外外しししととと取取取りりり付付付けけけ
ブレードが堅いものに当たった、バランスが取れていな
い、磨耗した、曲がったなどの場合には交換する必要

があります。安全を確保し、適切な刈りを行うために、
ブレードは必ず Toro 社の純正品をお使いください。

1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニットを移動
走行位置まで上昇させ、駐車ブレーキを掛け、
エンジンを停止させてキーを抜き取る。

注注注 カッティングユニットが落下しないように支持
ブロックなどで確実に支える。

2. ぼろきれや厚いパッドの入った手袋を使ってブ
レードの端部をしっかり握る。

3. スピンドルのシャフトからブレードボルト、芝削り
防止カップ、ブレードを取り外す図 129。

g004741

図図図 129

1. ブレードボルト 2. 芝削り防止キャップ

4. ブレード、芝削り防止カップ、ボルトを取り付け
てボルトを115-149 N·m11.8-15.2 kg.m = 85-110
ft-lbにトルク締めする。

重重重要要要 ブブブレレレーーードドドののの立立立っっっててていいいるるる側側側セセセーーールルル部部部がががカカカッッッテテティィィ
ンンングググデデデッッッキキキののの天天天井井井ををを向向向くくくのののががが正正正しししいいい取取取りりり付付付けけけ方方方ででで
すすす。。。

注注注 デッキが何かに衝突した場合には、全部の
スピンドルプーリ・ナットを115-149 N·m11.8-15.2
kg.m = 85-150 ft-lbにトルク締めする。

ブブブレレレーーードドドののの点点点検検検ととと研研研磨磨磨
高品質の刈りを実現するためには、刃先と、刃先の
反対側にある立ち上がった部分であるセイル部の両
方が重要です。

シーズンを通じて鋭利な刈り込みブレードを維持するよ
うにしましょう。刃先が鋭利であれば、芝草をむしるよ
うな刈りにならず、切り口がきれいです。

ブレードに過度の磨耗がないか、破損がないか点検し
てください。セイルは芝草を立たせて刈高を揃える重要
部分ですが、使用に伴って摩耗してきます。

1. 平らな場所に駐車し、カッティングユニットを上昇
させ、駐車ブレーキを掛け、走行ベダルをニュー
トラルとし、PTO レバーが OFF になっているのを
確認し、エンジンを停止させ、キーを抜き取る。

2. ブレードの切っ先を注意深く観察、特に、直線部
と曲線部が交わる部分をよく観察する図 130。
注注注 この、直線部と曲線部の交差域は、砂などに
よる磨耗が進みやすい部分なので、機械を使用
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する前によく点検することが必要である。磨耗が
進んでいる場合図 130にはブレードを交換する。

g004653

図図図 130

1. 刃先 3. 磨耗や割れの発生

2. 立ち上がり部分 4. ひび

3. すべてのブレードの刃先を点検し、刃先が丸くなっ
ていたり打ち傷がある場合には研磨する図 131。

注注注 研磨は刃先の上面だけに行い、刃の元々の
角度を変えないように十分注意する図 131。両
方の刃先から等量を削るとブレードのバランスを
維持することができます。

g000276

図図図 131

1. この角度を変えないように研磨すること。

注注注 ブレードを取り外し、研磨機で研磨する。研
磨後、ブレードと、芝削り防止カップをつけてブ
レードボルトで固定する ブレードの取り外しと取り
付け (ページ 78)を参照。

カカカッッッテテティィィンンングググユユユニニニッッットトトのののミミミスススマママッッッ
チチチののの修修修正正正
ひとつのカッティングユニットブレード間でミスマッチがあ
ると、刈り跡に段差ができてしまいます。全部のブレー
ドが同じ高さで回転するように調整することでこの問題
を回避することができます。

1. 平らな場所に駐車する。

2. 刈高を一番高い位置に設定する 刈り高の調整
(ページ 29)を参照。

3. カッティングユニットを平らな床に降ろし、カッティ
ングユニット上部からカバーを外す。

4. アイドラプーリを固定しているフランジナットをゆる
め、ベルトの張りをなくす。

5. ブレードを手で回して前後方向に向け、床面から
刃の前端までの距離を測る。測定値を記録する。

6. 同じブレードを半回転させて後方に回し、床面か
らこの刃先までの高さを測る。上記手順で記録し
た2つの測定値が 3 mmの差の中に収まっていれ
ば適正である。差が3 mm よりも大きい場合に
は、そのブレードは曲がっていて危険であるから
交換する。全部のブレードでこの測定を行う。

7. 左右のブレードの測定値を、中央のブレードの測
定値と比較する。

注注注 中央のブレードの高さが、他のブレードより
10 mm 以上低くなければ適正とする。中央のブ
レードが 10 mm 以上低い場合には、8 へ進ん
でスピンドルハウジングとデッキとの間にシムを
入れて調整する。

8. シムを追加すべき場所のアウタースピンドルからボ
ルト、平ワッシャ、ロックワッシャ、ナットを外す。

注注注 スピンドルハウジングとカッティングユニットの
底との間にシムP/N 3256-24を増減してブレード
の高さを調整する。ブレード先端同士の高さの
差が所定条件を満たすまで、この調整を続けて
ください。

重重重要要要 1つつつののの場場場所所所ににに入入入れれれるるるシシシムムムははは枚枚枚まままでででとととしししてててくくくだだだ
さささいいい。。。1つつつののの穴穴穴ににに枚枚枚のののシシシムムムををを入入入れれれてててももも調調調整整整ががが完完完
了了了しししななないいい場場場合合合にににははは、、、隣隣隣ののの穴穴穴にににシシシムムムををを増増増減減減しししててて調調調
整整整ををを続続続けけけてててくくくだだださささいいい。。。

9. アイドラプーリの調整を行い、ベルトカバーを取
り付ける。
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キキキャャャブブブののの保保保守守守

Cabキキキャャャブブブののの清清清掃掃掃
重重重要要要 キキキャャャブブブのののシシシーーールルル部部部分分分とととララライイイトトト部部部分分分ににに注注注意意意しししてててくくくだだださささ
いいい図図図 132。。。圧圧圧力力力洗洗洗浄浄浄機機機ををを使使使用用用すすするるる場場場合合合ははは、、、洗洗洗浄浄浄機機機のののノノノ
ズズズルルルをををキキキャャャブブブかかかららら少少少なななくくくとととももも 60cm 離離離しししててて洗洗洗浄浄浄しししてててくくくだだださささ
いいい。。。キキキャャャブブブのののシシシーーールルル部部部分分分、、、ララライイイトトト、、、後後後部部部のののオオオーーーバババーーーハハハ
ンンングググににに高高高圧圧圧洗洗洗浄浄浄機機機ののの水水水ををを直直直接接接吹吹吹ききき付付付けけけななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

g034330

図図図 132

1. シール 3. 洗浄機のノズルを 60cm以
上離してください。

2. ライト 4. 後部のオーバーハング部
には高圧洗浄器を使用しな
いでください。

キキキャャャブブブのののエエエアアアフフフィィィルルルタタタののの清清清掃掃掃
整整整備備備間間間隔隔隔: 250運転時間ごと

1. 室内用と後部用のエアフィルタからねじを外して
格子を外す図 133と図 134。

g028378

図図図 133
キャブ内エアフィルタ

1. フィルタ 3. ねじ

2. 格子

g028379

図図図 134
キャブ後部エアフィルタ

1. フィルタ 3. ねじ

2. 格子

2. フィルタをエアで吹いて清掃するオイル分を含ま
ないエアで清掃すること。

重重重要要要 破破破れれれててていいいるるる場場場合合合ややや汚汚汚れれれがががひひひどどどいいい場場場合合合はははフフフィィィ
ルルルタタタををを交交交換換換すすするるる。。。

3. フィルタと格子を取り付け、つまみねじで元通り
に固定する。
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キキキャャャブブブのののプププレレレフフフィィィルルルタタタののの清清清掃掃掃
キャブについているプレフィルタは、刈りかすや木の葉
などの大きな異物のためのものです。

1. スクリーンカバーを開ける。

2. フィルタを水で洗浄する。

重重重要要要 高高高圧圧圧洗洗洗浄浄浄機機機ををを使使使わわわななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

注注注 破れている場合や汚れがひどい場合はフィ
ルタを交換する。

3. プレフィルタが十分に乾いてから元通りに取り
付ける。

4. フィルタスクリーンを回転させてラッチをラッチ取り
付けアセンブリにロックする図 135。

g032951

図図図 135

1. ラッチ取り付けアセンブリ 3. スクリーンカバー

2. ラッチ

エエエアアアコココンンンのののコココイイイルルルののの清清清掃掃掃
整整整備備備間間間隔隔隔: 250運転時間ごと 悪条件下ではより頻繁に

整備を行う。

1. エンジンを止め、キーを抜き取る。

2. キャブ後部からナットとワッシャをれぞれ6個を
外す 図 136。

g028380

図図図 136

1. ワッシャ 2. ナット

3. キャビンの屋根を止めているボルト22本を外して
屋根を外す 図 137。

g028378

図図図 137

1. キャビンのルーフ屋根 3. エアコンのコイル

2. エアフィルタ

4. エアフィルタを取り外す 図 137。
5. エアコンのコイルを外して清掃する 図 137。
6. エアコンのコイル、エアフィルタ、屋根を元通りに

取り付ける。
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保保保管管管
格格格納納納保保保管管管時時時ののの安安安全全全確確確保保保
• エンジンを停止させ、キー付きの機種ではキーを抜

き取り、各部の動作が完全に停止したのを確認して
から運転位置を離れる。調整、整備、洗浄、格納
などは、機体が十分に冷えてから行う。

• ガス湯沸かし器のパイロット火やストーブなど裸火
や火花を発するものがある近くでは、機械や燃料容
器を保管格納しないでください。

格格格納納納保保保管管管ののの準準準備備備
重重重要要要 塩塩塩分分分ををを含含含んんんだだだ水水水ややや処処処理理理水水水ははは機機機体体体ののの洗洗洗浄浄浄ににに使使使用用用
しししななないいいでででくくくだだださささいいい。。。

トトトラララクククシシショョョンンンユユユニニニッッットトトののの整整整備備備
1. トラクションユニット、カッティングユニット、エンジ

ンをていねいに洗浄する。

2. タイヤ空気圧を点検する。全部のタイヤ空気圧
を0.83-1.03 bar に調整する。

3. ボルトナット類にゆるみながいか点検し、必要な
締め付けを行う。

4. グリス注入部やピボット部全部をグリスアップす
る。余分のグリスやオイルはふき取る。

5. 塗装のはがれている部分に軽く磨きをかけ、タッ
チアップする。金属部の変形を修理する。

6. バッテリーとケーブルに以下の作業を行う

A. バッテリー端子からケーブルを外す。

注注注 バッテリーの接続を外すときには、必ず
マイナスケーブルを先に外し、次にプラス
ケーブルを外してください。接続するときに
はいつでも、プラス側を先に接続し、次にマ
イナス側を接続してください。

B. バッテリー本体、端子、ケーブル端部を重
曹水とブラシで洗浄する。

C. 腐食防止のために両方の端子部にGrafo
112X スキンオーバーグリスP/N 505-47また
はワセリンを塗る。

D. 電極板の劣化を防止するため、60日ごとに
24時間かけてゆっくりと充電する。

エエエンンンジジジンンンののの整整整備備備
1. エンジンオイルを抜き取り、ドレンプラグをはめ

る。

2. オイルフィルタを外して捨てる。新しいオイルフィ
ルタを取り付ける。

3. 新しいエンジンオイルを所定量入れる。

4. キーを ON 位置に回し、エンジンを始動し、アイ
ドル速度で約 2 分間運転する。

5. キーを OFF 位置に回す。

6. 燃料タンクパイプフィルタ/水セパレータから燃
料をすべて抜きとる。

7. 燃料タンクの内部をきれいな燃料で洗浄する。

8. 燃料系統の接続状態を点検し必要な締め付け
を行う。

9. エアクリーナをきれいに清掃する。

10. エアクリーナの吸気口とエンジンの排気口を防水
テープでふさぐ。

11. 不凍液の量を確認し必要に応じ補給する保管場
所の最低気温を考慮すること。
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欧欧欧州州州にににおおおけけけるるるプププララライイイバババシシシーーー保保保護護護ににに関関関すすするるるおおお知知知らららせせせ

トロが収集する情報について
トロ・ワランティー・カンパニートロは、あなたのプライバシーを尊重します。この製品について保証要求が出された場合や、製品のリコールが行われた場合に
あなたに連絡することができるように、トロと直接、またはトロの代理店を通じて、あなたの個人情報の一部をトロに提供していただくようお願いいたします。

トロの製品保証システムは、米国内に設置されたサーバーに情報を保存するため、個人情報の保護についてあなたの国とまったく同じ内容の法律
が適用されるとは限りません。

あなたがご自分の個人情報を提供なさることにより、あなたは、その情報がこの「お知らせ」に記載された内容に従って処理されることに同意したこ
とになります。

トロによる情報の利用
トロでは、製品保証のための処理ならびに製品にリコールが発生した場合など、あなたに連絡をすることが必要になった場合のために、あなたの個人情報を
利用します。また、トロが上記の業務を遂行するために必要となる活動のために、弊社の提携会社、代理店などのビジネスパートナーに情報を開示する場
合があります。弊社があなたの個人情報を他社に販売することはありません。ただし、法の定めによって政府や規制当局からこれらの情報の開示を求めら
れた場合には、かかる法規制に従い、また弊社ならびに他のユーザー様を保護する目的のために情報開示を行う権利を留保します。

あなたの個人情報の保管について
トロでは、情報収集の当初の目的を遂行するのに必要な期間にわたって、また法に照らして必要な期間法律によって保存期間が決められて
いる場合などにわたって情報の保管を行います。

トロはあなたの個人情報を保護します
トロは、あなたの個人情報の保護のために妥当な措置を講ずることをお約束します。また、情報が常に最新の状態に維持されるよう必要な手段を講じます。

あなたの個人情報を訂正したい場合などのアクセス方法
ご自身の個人情報を確認・訂正されたい場合には、legal@toro.com へ電子メールをお送りください。

オオオーーーススストトトラララリリリアアアにににおおおけけけるるる消消消費費費者者者保保保護護護法法法にににつつついいいててて

オーストラリアのお客様には、梱包内部に資料を同梱しているほか、弊社代理店にても法律に関する資料をご用意しております。
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カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州第第第65号号号決決決議議議ににによよよるるる警警警告告告

こここののの警警警告告告ははは何何何?
以下のような警告ラベルが張られた製品を見かけることがあるでしょう

WARNING: Cancer and Reproductive Harm—www.p65Warnings.ca.gov.

Prop 65 っっっててて何何何?
Prop 65 は、カリフォルニア州で操業している企業、製品を販売している企業、カリフォルニア州で販売または同州に持ち込まれる可能性のある製品のメー
カーを対象とした法律です。この法律では、ガン、先天性などの出生時異常の原因となることが知られている化学物質の一覧をカリフォルニア州知事が作成
維持しこれを公表しなければならないと定められています。危険物リストは、日常の生活の中で使用するものから発見された数百種類の化学物質を網羅して
おり、毎年改訂されます。Prop 65 の目的は、こうした物質に触れる可能性があることを市民にきちんと知らせることです。

Prop 65は、こうした物質を含む製品の販売を禁じているのではなく、そうした製品、製品の包装、製品に付属する文書などに警告を明記することを求めてい
ます。また、こうした警告があるからといって、その製品が何等かの安全基準に違反しているということではありません。実際、カリフォルニア州政府は、Prop
65警告はその製品が安全か安全でないかを示すものではないと説明しています。こうした物質の多くは、様々な生活用品に何年も前から使用されてきており
ますが、それらの物質が今までに何らかの健康問題を起こしたという記録はありません。さらに詳しい情報はこちらへ https://oag.ca.gov/prop65/faqs-view-all.

Prop 65 の警告は、以下のうちのどちらかを意味していますある企業が自社製品への化学物質の使用量について評価したところ、目立った危険は何一つ
ないとされる基準を超えていることがわかった、または (2) 製品に使用している化学物質は法律で規制されているものだったので、特に評価を行うこ
とはせず、法に従って警告文を添付することにした。

こここののの法法法律律律ははは全全全世世世界界界ににに適適適用用用ささされれれるるるのののででですすすかかか

Prop 65 警告はカリフォルニア州でのみ要求される法律です。Prop 65 警告はカリフォルニア州のいたるところで目にすることができます。レストラン、八
百屋、ホテル、学校、病院など、そして非常に多くの製品にも、この警告が印刷されています。さらには、オンラインやメールオーダーのカタロ
グなどにも掲載されています。

カカカリリリフフフォォォルルルニニニアアア州州州ののの警警警告告告ととと連連連邦邦邦政政政府府府ののの上上上限限限とととののの関関関係係係ははは

Prop 65の内容は連邦政府の規制や国際規制よりも厳しいものが大変多いです。Prop 65の規制基準値は連邦政府基準に比べてはるかに厳しく、連邦政府
基準では表示義務がないが、Prop 65 では表示義務があるものが数多く存在します。たとえば、Prop 65 の基準では、一日当たりの鉛の排出量が 0.5 マ
イクログラムとなっており、これは連邦政府の基準や国際基準よりもはるかに厳しい数値です。

似似似たたたよよようううななな製製製品品品なななのののににに警警警告告告ががが付付付いいいててていいいななないいいももものののがががあああるるるのののはははなななぜぜぜ

• カリフォルニア州内で販売される場合には Prop 65 ラベルが必要でも、他の場所で販売される場合には不要だからです。

• Prop 65 関連で裁判となった企業が、和解条件として Prop 65 警告の表示に同意したが、そうした問題に巻き込まれていない企業の製品に
は何も表示されていないといったこともあるでしょう。

• Prop 65 の表示は必ずしも一律に行われているわけではないのです。

• 自社内で検討した結果、Prop 65 基準に抵触しないと判断して、警告の表示を行わないことを選択する企業もあります。警告が書かれていないからと
言って、その製品に対象化学物質が含まれていないということは言えません。

なななぜぜぜ Toro 製製製品品品にににはははこここののの警警警告告告ががが表表表示示示ささされれれててていいいるるるのののででですすすかかか

Toro では、十分な情報に基づいてお客様ご自身が判断できるようにすることがベストであるという考えから、できる限り多くの情報をお客様に提供する
こととしております。リスト記載物質のいくつかが自社製品に該当する場合、Toro では、それらの物質のほとんどの量はごくわずかであって実際の表
示義務はないことを認識した上で、排出量などを厳密に評価することなく、警告を表示するという判断をすることがあります。Toro では、自社の製品
に含まれる化学物質の量が「重大なリスクはない」レベルであると認識した上で、あえてProp 65 警告の表示を行うという選択をしております。これ
はまた、もし Toro がこうした警告を表示しなかった場合、カリフォルニア州政府や、Prop 65 の施行推進を目指す民間団体などから訴訟を提起される
可能性もあるということも視野に入れての判断です。

Rev A

 

https://oag.ca.gov/prop65/faqs-view-all


Toro 製製製品品品保保保証証証

2 年間または 1,500 時間限定保証

保保保証証証条条条件件件おおおよよよびびび保保保証証証製製製品品品

Toro 社およびその関連会社であるToro ワランティー社は、両社の合意に基
づき、Toro 社の製品「製品」と呼びますの材質上または製造上の欠陥に対
して、2 年間または 1,500 運転時間のうちいずれか早く到達した時点までの
品質保証を共同で実施いたします。この保証はエアレータを除くすべての製
品に適用されますエアレータに関する保証については該当製品の保証書をご
覧下さい。この品質保証の対象となった場合には、弊社は無料で「製品」
の修理を行います。この無償修理には、診断、作業工賃、部品代、運賃
が含まれます。保証は「製品」が納品された時点から有効となります。
*アワーメータを装備している機器に対して適用します。

保保保証証証請請請求求求ののの手手手続続続ききき

保証修理が必要だと思われた場合には、「製品」を納入した弊社代理店
ディストリビュータ又はディーラー に対して、お客様から連絡をして頂くことが
必要です。連絡先がわからなかったり、保証内容や条件について疑問があ
る場合には、本社に直接お問い合わせください。

Toro Commercial Products Service Department
Toro Warranty Company
8111 Lyndale Avenue South
Bloomington, MN 55420-1196

952–888–8801 または 800–952–2740
E-mail: commercial.warranty@toro.com

オオオーーーナナナーーーののの責責責任任任

製品のオーナーは、オペレーターズマニュアルに記載された整備や調整を実
行する責任があります。必要な整備や調整を怠ったことが原因で発生した不
具合などの問題点はこの製品保証の対象とはなりません。

保保保証証証ののの対対対象象象とととななならららななないいい場場場合合合

保証期間内であっても、すべての故障や不具合が保証の対象となるわけで
はありません。以下に挙げるものは、この保証の対象とはなりません

• Toroの純正交換部品以外の部品や Toro 以外のアクサセリ類を搭載して
使用したことが原因で発生した故障や不具合。

• 推奨される整備や調整を行わなかったことが原因で生じた故障や不
具合。

• 運転上の過失、無謀運転など「製品」を著しく過酷な条件で使用したこ
とが原因で生じた故障や不具合。

• 製品を使用したことによって消耗した正常なパーツ通常の使用に伴って
磨耗消耗する部品類とは、ブレーキパッドおよびライニング、クラッチラ
イニング、ブレード、リール、ローラおよびベアリングシールドタイプ、
グリス注入タイプ共、ベッドナイフ、タイン、点火プラグ、キャスタホイー
ル、ベアリング、タイヤ、フィルタ、ベルトなどを言い、この他、液剤散
布用の部品としてダイヤフラム、ノズル、チェックバルブが含まれます。

• 以下のような外部要因が原因で発生する不具合天候、格納保管条
件、異物、不適切な燃料、冷却液、潤滑剤、添加物、水、薬品な
どの使用。

• エンジンのための適正な燃料ガソリン、軽油、バイオディーゼルな
どを使用しなかったり、品質基準から外れた燃料を使用したために
発生した不具合。

• 通常の使用にともなう音、振動、磨耗、損耗および劣化。 通常の使用
に伴う「汚れや傷」とは、運転席のシート、機体の塗装、ステッカー
類、窓などに発生する汚れや傷を含みます。

部部部品品品

定期整備に必要な部品類「部品」は、その部品の交換時期が到来するまで
保証されます。この保証によって交換された部品は製品の当初保証期間
中、保証の対象となり、取り外された製品は弊社の所有となります。部品
やアセンブリを交換するか修理するかの判断は弊社が行います。場合によ
り、弊社は再製造部品による修理を行います。

デデディィィーーープププサササイイイクククルルルバババッッッテテテリリリーーーおおおよよよびびびリリリチチチウウウムムムイイイオオオンンンバババッッッテテテリリリーーー
ののの保保保証証証

ディープサイクルバッテリーやリチウムイオンバッテリーは、その寿命中に放
出することのできるエネルギーの総量kWhが決まっています。一方、バッテ
リーそのものの寿命は、使用方法、充電方法、保守方法により大きく変わり
ます。バッテリーを使用するにつれて、完全充電してから次に完全充電が
必要になるまでの使用可能時間は徐々に短くなってゆきます。このような
通常の損耗を原因とするバッテリーの交換は、オーナーの責任範囲です。
注リチウムイオンバッテリーのみ2年経過後は日割り計算とします。詳細につ
いてはバッテリーのサービスマニュアルを参照のこと。

クククララランンンクククシシシャャャフフフトトトのののララライイイフフフタタタイイイムムム保保保証証証プププロロロススストトトララライイイプププ 02657 モモモ
デデデルルルのののみみみ

トロ社の純正摩擦ディスクおよびクランク安全ブレードブレーキクラッチ統合ブ
レードブレーキクラッチBBC摩擦ディスクアセンブリを当初から搭載し、当初
の購入者様がトロ社の推奨する運転方法および定期整備を遵守してご使
用されたプロストライプ製品には、クランクシャフトの曲がり不具合に対する
ライフタイム保証が適用されます。 摩擦ワッシャ、ブレードブレーキクラッ
チBBCその他のデバイスを搭載した製品には、このクランクシャフトのライ
フタイム保証は適用されません。

保保保守守守整整整備備備ににに掛掛掛かかかるるる費費費用用用はははオオオーーーナナナーーーががが負負負担担担すすするるるももものののとととしししままますすす

エンジンのチューンナップ、潤滑、洗浄、磨き上げ、フィルタや冷却液の
交換、推奨定期整備の実施などは「製品」の維持に必要な作業であり、
これらに関わる費用はオーナーが負担します。

そそそののの他他他

上記によって弊社代理店が行う無償修理が本保証のすべてとなります。

両両両社社社ははは、、、本本本製製製品品品ののの使使使用用用ににに伴伴伴っっっててて発発発生生生しししうううるるる間間間接接接的的的偶偶偶発発発的的的結結結果果果的的的損損損害害害、、、例例例
えええばばば代代代替替替機機機材材材ににに要要要しししたたた費費費用用用、、、故故故障障障中中中ののの修修修理理理関関関連連連費費費用用用ややや装装装置置置不不不使使使用用用ににに伴伴伴ううう
損損損失失失なななどどどにににつつついいいててて何何何らららののの責責責ももも負負負うううももものののででではははああありりりままませせせんんん。。。両両両社社社ののの保保保証証証責責責任任任ははは
上上上記記記ののの交交交換換換まままたたたははは修修修理理理ににに限限限らららせせせててていいいたたただだだきききままますすす。。。そそそののの他他他にににつつついいいてててははは、、、排排排
気気気ガガガススス関関関係係係ののの保保保証証証ををを除除除ききき、、、何何何らららののの明明明示示示的的的ななな保保保証証証もももおおお約約約束束束すすするるるももものののででではははああありりり
ままませせせんんん。。。商商商品品品性性性ややや用用用途途途適適適性性性にににつつついいいてててののの黙黙黙示示示的的的内内内容容容にににつつついいいてててののの保保保証証証ももも、、、本本本
保保保証証証ののの有有有効効効期期期間間間中中中のののみみみににに限限限っっっててて適適適用用用ささされれれままますすす。。。

米国内では、間接的偶発的損害に対する免責を認めていない州がありま
す。また黙示的な保証内容に対する有効期限の設定を認めていない州があ
ります。従って、上記の内容が当てはまらない場合があります。この保証に
より、お客様は一定の法的権利を付与されますが、国または地域によって
は、お客様に上記以外の法的権利が存在する場合もあります。

排排排ガガガススス保保保証証証にににつつついいいてててのののごごご注注注意意意

米国においては環境保護局EPAやカリフォルニア州法CARBで定められたエ
ンジンの排ガス規制および排ガス規制保証があり、これらは本保証とは別個
に適用されます。くわしくはエンジンメーカーのマニュアルをご参照ください。
上に規定した期限は、排ガス浄化システムの保証には適用されません。製
品に同梱またはエンジンメーカーからの書類に同梱されている、エンジンの排
ガス浄化システムの保証についての説明をご覧下さい。

米米米国国国とととカカカナナナダダダ以以以外外外のののおおお客客客様様様へへへ

米国またはカナダから輸出された製品の保証についてのお問い合わせは、お買いあげのToro社販売代理店ディストリビュータまたはディーラへおたずねくださ
い。代理店の保証内容にご満足いただけない場合は弊社の正規サービスセンターにご相談ください。

374-0253 Rev F

 




